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　　 告　　　示
　福岡県告示第26号

　土地改良区から、次のように換地処分をした旨の届出があったので、土地改良法（昭

和24年法律第195号）第54条第４項の規定により公告する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　　小　川　　洋　　

土地改良区名 換地処分をした地域 換地処分年月日

赤熊土地改良区
田川市大字伊田
（赤熊地区）

平成23年12月９日

　福岡県告示第27号

　土地改良法（昭和24年法律第195号）第89条の２第１項の規定に基づき、県営土地改

良事業の施行に係る地域の換地計画を平成23年12月22日付けで定めたので、同条第４項

において準用する同法第87条第５項の規定により公告し、その関係書類を次のように縦

覧に供する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　　小　川　　洋　　

換地計画を定めた地域 縦覧に供する書類 縦覧期間 縦覧場所

みやま市山川町甲田、原町
（山川地区中原・佐野換地区）

換地計画書の写し
平成24年１月11日から
平成24年２月８日まで

みやま市役所
山川支所
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　福岡県青少年健全育成条例（平成７年福岡県条例第46号）第16条第１項の規定に基づ

き、次の図書類を青少年に有害な図書類として指定したので、同条第６項の規定により

告示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

種類 題　　名 図書番号等 発行所 指定理由

図書 １ 実話時代１月号 雑誌15277−1 株式会社メディア
ボーイ

青少年の残虐性を
著しく助長し、又
は青少年の非行を
誘発し、若しくは
助長し、その健全
な育成を阻害する
おそれがある。

２ 実話時報１月号 雑誌05167−1 株式会社竹書房

３ 実話ドキュメント
１月号

雑誌05267−1 株式会社竹書房

　福岡県告示第29号

　特定非営利活動促進法（平成10年法律第７号）第10条第１項の規定に基づき、特定非

営利活動法人設立の認証申請があったので、同条第２項の規定により次のとおり公告す

る。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　申請のあった年月日

　　平成23年12月13日

２　申請に係る特定非営利活動法人

　⑴　名称

　　　ＮＰＯ法人ひびお

　⑵　代表者の氏名

　　　日比生　健

　⑶　主たる事務所の所在地

　　　福岡県太宰府市五条４丁目２番５号

　⑷　定款に記載された目的

　　　この法人は、医療や介護を必要とする人々、その他の支援を必要とする人々に対

して、自立や発達に必要な事業を行い、活き生きとした日々を過ごせる地域づくり

に寄与することを目的とする。

　福岡県告示第30号

　農業振興地域の整備に関する法律（昭和44年法律第58号）第７条第１項の規定に基づ

き、農業振興地域の指定（昭和46年10月福岡県告示第980号）により指定した筑後農業

振興地域の区域及び農業振興地域の指定（昭和45年12月福岡県告示第1143号）により指

定した瀬高農業振興地域の区域を次のように変更するので、同条第２項において準用す

る同法第６条第５項の規定により公告する。

　なお、その関係図面は、福岡県農林水産部農山漁村振興課及び福岡県筑後農林事務所

農山村振興課に備え置いて縦覧に供する｡

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

　農業振興地域名及び変更後の農業振興地域の範囲

農業振興地域名 変更後の農業振興地域の範囲

筑　後　地　域 別図１の斜線部分に該当する土地の区域

瀬　高　地　域 別図２の斜線部分に該当する土地の区域
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　福岡県告示第31号

　農林水産大臣から、次のように保安林を指定しようとする旨の通知を受けたので、森

林法（昭和26年法律第249号）第30条の規定により告示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　保安林予定森林の所在場所

　　八女市矢部村北矢部字大木元1099の１、字後ノ迫2810、2812の１、字髙場2855、

2858、2867の１、字経塚2887、字落合3121、3123の１、3129

２　指定の目的

　　水源のかん養

３　指定施業要件

　⑴　立木の伐採の方法

　　ア　主伐に係る伐採種は、定めない。

　　イ　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る

市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。

　　ウ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。

　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法、期間及び樹種

　　　次のとおりとする。

　（「次のとおり」は、省略し、その関係書類を福岡県農林水産部森林保全課及び八女

市役所に備え置いて縦覧に供する。）

　福岡県告示第32号

　耳納山麓土地改良区から役員の就任の届出があったので、土地改良法（昭和24年法律

第195号）第18条第17項の規定により次のように公告する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

就任理事

氏　　名 住　　　　　所

倉富秀敏 久留米市田主丸町森部676番地

　福岡県告示第33号

　柳川南部土地改良区から役員の就任及び退任の届出があったので、土地改良法（昭和

24年法律第195号）第18条第17項の規定により次のように公告する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　退任理事

氏　　　　　名 住　　　　　　　　　所

藤　木　安　夫 柳川市有明町303番地51

堤　　　正　友 　〃　　〃　752番地１

山　田　正　文 　〃　　〃　99番地

中　村　敏　昭 　〃　　〃　1037番地２

森　田　軍　治 　〃　　〃　748番地３

江　口　正　博 　〃　　〃　1952番地７

松　藤　清　治 　〃　　〃　2280番地

倉　本　勝　規 　〃　大浜町15番地１

竹　下　日出生 　〃　　〃　345番地26

古　賀　國　雄 　〃　　〃　313番地４

矢ケ部　　　明 　〃　　〃　657番地２

笠　間　時　雪 　〃　　〃　934番地６

亀　崎　敏　彦 　〃　　〃　934番地23

田　中　一　麿 　〃　　〃　1816番地24

髙　口　美知次 　〃　　〃　1816番地11

亀　﨑　英　和 　〃　　〃　1642番地44

山　田　政　德 　〃　　〃　1025番地１

山　田　政　美 　〃　　〃　1108番地１
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龍　　　一　広 柳川市矢留本町523番地３の４

松　本　源　次 　〃　上宮永町915番地２

龍　　　利　水 　〃　吉富町499番地12

平　川　 　一 　〃　佃町1820番地

２　退任監事

氏　　　　　名 住　　　　　　　　　所

山　田　　　茂 柳川市有明町1056番地２

猿　渡　昭　光 　〃　大浜町2028番地15

山　田　紀　磨 　〃　下宮永町1016番地２

３　就任理事

氏　　　　　名 住　　　　　　　　　所

藤　木　安　夫 柳川市有明町303番地51

山　田　正　文 　〃　　〃　99番地

山　田　　　茂 　〃　　〃　1056番地２

成　清　政　典 　〃　　〃　1557番地１

江　口　正　博 　〃　　〃　1952番地７

倉　本　勝　規 　〃　大浜町15番地１

矢ケ部　　　明 　〃　　〃　657番地２

亀　崎　敏　彦 　〃　　〃　934番地23

梅　崎　豊　 　〃　　〃　2028番地38

古　賀　光　次 　〃　　〃　1766番地19

山　田　政　德 　〃　大浜町1025番地１

山　田　政　美 　〃　　〃　1108番地１

龍　　　一　広 　〃　矢留本町523番地３の４

松　本　源　次 　〃　上宮永町915番地２

龍　　　利　水 　〃　吉富町499番地12

平　川　 　一 　〃　佃町1820番地

４　就任監事

氏　　　　　名 住　　　　　　　　　所

江　口　重　信 柳川市有明町1175番地

猿　渡　昭　光 　〃　大浜町2028番地15

山　田　紀　磨 　〃　下宮永町1016番地２

　　 公　　　告
　公告

　福岡県公の施設の設置及び管理に関する条例（昭和39年福岡県条例第５号）第18条の

２第１項の規定に基づき、福岡県身体障害者授産指導所の指定管理者を指定したので、

同条例第18条の３第３項の規定により次のように公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

施設の名称
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称

福岡県身体障害
者授産指導所

糟屋郡新宮町緑ケ浜一
丁目11番１号

社会福祉法人福岡コロ
ニー

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

　公告

　福岡県平尾台自然観察センター条例（平成12年福岡県条例第25号）第３条の規定に基

づき、福岡県平尾台自然観察センターの指定管理者を指定したので、同条例第４条第３

項の規定により次のように公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

施設の名称
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称

福岡県平尾台自
然観察センター

北九州市小倉南区平尾
台一丁目１番１号

ハートランド平尾台株
式会社

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

　公告
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　福岡県都市公園条例（昭和52年福岡県条例第12号）第17条の２の規定に基づき、福岡

県営都市公園及び旧福岡県公会堂貴賓館の指定管理者を指定したので、同条例第17条の

３第３項の規定により次のように公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

施設の名称
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称

福岡県営東公園 福岡市博多区板付五丁
目11番２号

東洋緑地建設株式会社 平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

福岡県営西公園 福岡市中央区白金一丁
目21番16号

にしてつグループ公園
管理団体（代表団体　
株式会社西鉄グリーン
土木）

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで福岡県営大濠公

園（大濠公園能
楽堂を除く。）
福岡県営名島運
動公園

宗像市日の里二丁目11
番地１

宗像緑地建設株式会社 平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

福岡県営天神中
央公園（旧福岡
県公会堂貴賓館
を除く。）

福岡市中央区渡辺通五
丁目４番３号

ＡＤ・都市造園グルー
プ（代表団体　株式会
社都市造園）

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

旧福岡県公会堂
貴賓館

大阪市中央区南船場二
丁目３番２号

ＡＤ・都市造園グルー
プ（代表団体　イオン
ディライト株式会社）

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

福岡県営春日公
園

福岡市博多区千代一丁
目17番１号

西部ガス・ファイブ共
同事業体（代表団体　
西部瓦斯株式会社）

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

　公告

　福岡県男女共同参画センター、福岡県人権啓発情報センター及び福岡県総合福祉セン

ターの設置及び管理に関する条例（平成８年福岡県条例第18号）第５条第１項、第８条

第１項及び第11条第１項の規定に基づき、福岡県男女共同参画センター、福岡県人権啓

発情報センター及び福岡県総合福祉センターの指定管理者を指定したので、同条例第５

条の２第３項、第８条の２第３項及び第11条の２第３項の規定により次のように公示す

る。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

施設の名称
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称

福岡県男女共同
参画センター

春日市原町三丁目１番
地７

公益財団法人福岡県地
域福祉財団

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

福岡県人権啓発
情報センター
福岡県総合福祉
センター

　公告

　福岡県立あまぎ水の文化村条例（平成５年福岡県条例第28号）第３条の規定に基づき

、福岡県立あまぎ水の文化村の指定管理者を指定したので、同条例第４条第３項の規定

により次のように公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

施設の名称　
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称

福岡県立あまぎ
水の文化村

朝倉市矢野竹831番地 財団法人あまぎ水の文
化村

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

　公告

　福岡県立森林公園条例（昭和51年福岡県条例第24号）第３条の規定に基づき、福岡県

立四王寺県民の森及び福岡県立夜須高原記念の森の指定管理者を指定したので、同条例

第４条第３項の規定により次のように公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

施設の名称
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称
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8 福岡県立四王寺
県民の森

福岡市中央区天神三丁
目10番25号

福岡県森林組合連合会 平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

福岡県立夜須高
原記念の森

福岡市南区野間三丁目
７番20号

九州林産株式会社 平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

　公告

　福岡県緑化センター条例（昭和59年福岡県条例第４号）第４条の規定に基づき、福岡

県緑化センターの指定管理者を指定したので、同条例第５条第３項の規定により次のよ

うに公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

施設の名称
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称

福岡県緑化セン
ター

久留米市田主丸町益生
田1125番地

社団法人福岡県樹芸組
合連合会

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

　公告

　卸売市場法（昭和46年法律第35号）第６条第１項の規定に基づき、平成27年度を目標

年度とする福岡県卸売市場整備計画を定めたので、同条第４項の規定により、次のとお

り、その内容を公表する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　



�
�

�
卸

売
市

場
整

備
計

�

第
１

目
標

年
度

平
成

2
7
年

度
（

基
準

年
度

平
成

2
0
年

度
）

第
２

基
本

的
な

考
え

方

卸
売

市
場

は
、

我
が

国
の

生
鮮

食
料

品
等

の
流

通
の

基
幹

的
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

、
国

民
の

生
命

・
健

康
に

直

接
関

わ
る

食
料

を
円

滑
か

つ
安

定
的

に
供

給
す

る
と

い
う

公
的

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

出
荷

者
は

安
定

的
な

販
路

と
し

て
の

、
ま

た
、

需
要

者
は

安
定

的
な

調
達

先
と

し
て

の
役

割
に

大
き

な
期

待
を

有
し

て
お

り
、

生
鮮

食
料

品
等

の
基

幹
的

な
流

通
ル

ー
ト

と
し

て
、

今
後

と
も

健
全

に
発

展
し

、
そ

の
機

能
を

発
揮

し
て

い
く

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
こ

れ
ま

で
の

食
料

の
消

費
・

生
産

動
向

や
将

来
の

食
料

の
消

費
・

生
産

予
測

に
加

え
、

産
地

の

大
型

化
な

ど
の

卸
売

市
場

を
め

ぐ
る

情
勢

や
川

上
・

川
下

ニ
ー

ズ
の

変
化

等
に

的
確

に
対

応
し

て
、

将
来

を
見

据
え

た
市

場
機

能
の

円
滑

な
発

揮
と

更
な

る
機

能
強

化
及

び
そ

れ
を

支
え

る
市

場
全

体
と

し
て

の
経

営
戦

略
的

視
点

か
ら

の
運

営
体

制
の

整
備

、
卸

売
市

場
の

再
編

、
卸

売
業

者
及

び
仲

卸
業

者
の

経
営

体
質

の
強

化
等

を
推

進
す

る
。

第
３

卸
売

市
場

の
適

正
な

配
置

の
方

針

１
生

鮮
食

料
品

等
の

流
通

事
情

(
1
)

需
要

の
現

状
と

見
通

し

ア
青

果
物

青
果

物
は

、
高

齢
化

の
進

展
、

健
康

志
向

の
高

ま
り

な
ど

を
背

景
と

し
て

、
全

国
的

に
食

育
や

地
産

地

消
が

見
直

さ
れ

、
安

全
性

や
安

心
に

対
す

る
要

求
が

高
ま

る
一

方
で

、
独

居
世

帯
の

増
加

に
よ

る
外

食
・

中
食

等
の

食
の

外
部

化
、

食
生

活
の

簡
便

化
志

向
が

強
ま

る
な

ど
消

費
者

の
購

買
形

態
が

多
様

化
し

て
い

る
。 こ

の
よ

う
な

中
で

、
今

後
、

消
費

者
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
商

品
づ

く
り

や
価

格
設

定
な

ど
の

取
組

を
通

じ
て

青
果

物
需

要
の

喚
起

が
図

ら
れ

る
が

、
１

人
当

た
り

の
需

要
量

は
減

少
傾

向
が

続
き

、
消

費
人

口
の

減
少

と
相

ま
っ

て
需

要
量

は
減

少
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
。

表
１

青
果

物
の

需
要

の
見

通
し

品
平

成
2
0
年

度
平

成
2
7
年

度
増

減
率

区
分

目
（

基
準

年
度

）
（

目
標

年
度

）
（

H
2
7
／

H
2
0
）

需
要

量
％

野
6
3
3
,
0
1
4

5
7
1
,
9
8
9

9
0
.
4

（
ト

ン
）

１
人

当
た

り
需

要
量

菜
1
2
3
.
7

1
1
3
.
5

9
1
.
8

（
k
g
）

需
要

量
果

3
0
8
,
5
7
5

2
8
6
,
7
5
0

9
2
.
9

（
ト

ン
）

１
人

当
た

り
需

要
量

実
6
0
.
3

5
6
.
9

9
4
.
4

（
k
g
）

需
要

量
：

人
口
×

１
人

当
た
り

需
要
量

１
人

当
た
り

の
需
要

量
：

農
林
水

産
省
「

食
料

需
給
表
」
（
粗

食
料

）
よ
り

（
注

）
平
成

2
7
年

度
の

数
値
は

、
平

成
1
1
年
度

か
ら
2
0
年

度
の
数

値
を

も
と
に

推
計

。
野

菜
は
い

も
類

を
含
み

、
果

実
的
野

菜
（

メ
ロ

ン
、
す

い
か
、

い
ち

ご
）
は

含
ま
な

い
。

果
実

は
果

実
的

野
菜
を

含
む

。

平
成
24
年
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月
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日
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日
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岡
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イ
水

産
物

水
産

物
は

、
伝

統
的

な
食

文
化

や
健

康
・

安
全

志
向

を
背

景
に

根
強

い
需

要
が

あ
る

も
の

の
、

生
活

様

式
の

多
様

化
や

食
習

慣
の

変
化

等
に

よ
り

若
い

世
代

を
中

心
に

魚
離

れ
現

象
が

進
ん

で
い

る
。

今
後

は
、

食
育

の
推

進
等

に
よ

り
、

健
康

的
な

食
材

で
あ

る
水

産
物

に
対

す
る

評
価

が
高

ま
る

こ
と

に

よ
り

、
１

人
当

た
り

の
需

要
量

の
減

少
傾

向
は

緩
和

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
も

の
の

、
需

要
量

は
減

少
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
。

表
２

水
産

物
の

需
要

の
見

通
し

率
減

増
度

年
7

2
成

平
度

年
0

2
成

平
品

区
分

）
0

2
H

／
7

2
H

（
）

度
年

標
目

（
）

度
年

準
基

（
目

％
量

要
需

7
.

4
8

5
5

9
,

6
4

2
9

8
6

,
1
9

2
水

（
ト

ン
）

産
１

人
当

た
り

需
要

量
0

.
6

8
0

.
9

4
0

.
7

5
物

（
k
g
）

需
要

量
：

人
口
×

１
人

当
た
り

需
要
量

１
人

当
た
り

の
需
要

量
：

農
林
水

産
省
「

食
料

需
給
表
」
（
粗

食
料

）
よ
り

（
注

）
平
成

2
7
年

度
の

数
値
は

、
平

成
1
1
年
度

か
ら
2
0
年

度
の
数

値
を

も
と
に

推
計

。

ウ
食

肉

Ｂ
Ｓ

Ｅ
の

発
生

に
よ

る
消

費
者

の
牛

肉
離

れ
は

解
消

し
、

需
要

は
発

生
前

の
水

準
ま

で
回

復
し

た
が

、

長
引

く
景

気
の

低
迷

か
ら

和
牛

肉
の

需
要

が
減

少
し

、
交

雑
種

や
豚

肉
需

要
に

移
行

し
た

。

さ
ら

に
、

牛
肉

の
生

食
が

原
因

で
発

生
し

た
食

中
毒

事
件

や
暫

定
規

制
値

を
超

え
る

放
射

性
セ

シ
ウ

ム

が
検

出
さ

れ
た

牛
肉

が
市

場
に

出
回

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

消
費

者
の

牛
肉

離
れ

に
拍

車
が

か
か

っ
て

い
る

。

今
後

、
景

気
の

回
復

や
原

発
事

故
の

終
息

と
と

も
に

牛
肉

需
要

は
回

復
す

る
と

見
込

ま
れ

る
が

、
食

肉

全
体

の
需

要
量

は
、

高
齢

化
に

よ
る

個
人

消
費

量
の

減
少

な
ど

か
ら

、
や

や
減

少
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
。 表

３
食

肉
の

需
要

の
見

通
し

率
減

増
度

年
7

2
成

平
度

年
0

2
成

平
品

区
分

）
0

2
H

／
7

2
H

（
）

度
年

標
目

（
）

度
年

準
基

（
目

％
量

要
需

2
.

4
9

4
4

0
,

3
3

1
8

3
2

,
1
4

1
食

（
ト

ン
）

１
人

当
た

り
需

要
量

7
.

5
9

4
.

6
2

6
.

7
2

肉
（

k
g
）

需
要

量
：

人
口
×

１
人

当
た
り

需
要

量
1
人

当
た

り
の

需
要
量

：
農

林
水
産

省
「

食
料
需

給
表
」
（

粗
食

料
）
よ

り
（
注

）
平
成

2
7
年

度
の

数
値
は

、
平

成
1
1
年
度

か
ら
2
0
年

度
の
数

値
を

も
と
に

推
計

。

エ
花

き

切
花

・
鉢

物
の

需
要

量
は

、
景

気
低

迷
に

よ
り

減
少

傾
向

で
推

移
し

て
い

る
。

今
後

、
花

き
の

魅
力

や
効

用
に

関
す

る
情

報
発

信
や

花
育

の
推

進
な

ど
新

た
な

需
要

創
出

に
向

け
た

活

動
を

行
う

も
の

の
、

需
要

量
の

低
下

は
続

く
と

予
想

さ
れ

る
。

花
壇

用
苗

物
は

、
ガ

ー
デ

ニ
ン

グ
の

普
及

・
定

着
に

よ
り

平
成

1
3
年

ま
で

は
増

加
し

て
い

た
が

、
近

年

は
１

人
当

た
り

の
購

買
数

が
減

少
し

て
お

り
、

今
後

も
需

要
量

の
低

下
が

見
込

ま
れ

る
。
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岡
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表
４

花
き

の
需

要
の

見
通

し

品
平

成
2

0
年

平
成

2
7

年
増

減
率

区
分

目
（

基
準

年
）

（
目

標
年

）
（

H
2
7
／

H
2
0
）

需
要

量
％

切
2
2
8
,
7
4
5

1
8
8
,
9
8
4

8
2
.
6

（
千

本
）

１
人

当
た

り
需

要
量

花
4
4
.
7

3
7
.
5

8
3
.
9

（
本

）
需

要
量

鉢
1
1
,
2
5
7

6
,
5
5
2

5
8
.
2

（
千

鉢
）

１
人

当
た

り
需

要
量

物
2
.
2

1
.
3

5
9
.
1

（
鉢

）
需

要
量

花
1
7
,
3
9
9

1
0
,
0
7
8

5
7
.
9

（
千

本
）

壇
１

人
当

た
り

需
要

量
苗

3
.
4

2
.
0

5
8
.
8

（
本

）

需
要

量
：

人
口
×

１
人

当
た
り

需
要

量
1
人

当
た

り
の

需
要
量

：
農

林
水
産

省
「

花
き
卸

売
市
場

調
査

」
よ
り

（
注

）
平
成

2
7
年

の
数
値

は
、

花
き

に
つ
い

て
は

経
済

状
況
の

影
響

を
受

け
や
す

い
こ

と
か

ら
、

平
成

1
5
年

か
ら

2
0
年

の
数
値

を
も

と
に
推

計
。

(
2
)

供
給

の
現

状
と

見
通

し

ア
青

果
物

本
県

で
は

、
恵

ま
れ

た
自

然
条

件
の

も
と

農
業

者
の

た
ゆ

み
な

い
努

力
に

よ
っ

て
全

国
に

誇
れ

る
青

果

物
が

数
多

く
産

出
さ

れ
て

お
り

、
特

に
、

い
ち

ご
、

青
ね

ぎ
、

な
す

、
か

き
等

は
全

国
で

も
ブ

ラ
ン

ド
品

目
と

し
て

取
り

扱
わ

れ
て

い
る

。

県
内

の
卸

売
市

場
に

は
、

県
内

で
生

産
さ

れ
る

豊
富

な
地

場
も

の
の

安
定

供
給

が
確

保
さ

れ
る

と
と

も

に
、

道
路

等
交

通
網

の
整

備
、

鮮
度

保
持

技
術

の
進

展
な

ど
に

よ
り

他
県

産
並

び
に

輸
入

青
果

物
に

つ
い

て
も

、
安

定
的

に
集

荷
さ

れ
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。

し
か

し
一

方
で

は
、

全
国

規
模

の
農

協
合

併
の

動
き

を
受

け
産

地
の

大
型

化
が

進
む

中
で

、
出

荷
ロ

ッ

ト
の

大
型

化
、

安
定

的
な

出
荷

先
の

確
保

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
今

後
ま

す
ま

す
大

都
市

中
央

卸
売

市
場

な
ど

の
集

荷
販

売
力

の
強

い
大

型
の

市
場

へ
集

約
化

が
進

ん
で

い
く

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

他
、

産
地

と
小

売
店

や
実

需
者

と
の

間
で

の
直

接
取

引
、

消
費

者
へ

の
直

接
販

売
等

、
販

売
の

多
元

化
が

進
む

こ
と

も
予

想
さ

れ
る

。

イ
水

産
物

本
県

は
、

筑
前

海
、

豊
前

海
、

有
明

海
と

三
方

を
海

に
囲

ま
れ

る
と

と
も

に
、

筑
後

川
、

矢
部

川
な

ど

の
一

級
河

川
を

有
し

、
海

域
や

地
域

の
特

性
に

応
じ

た
漁

業
生

産
が

行
わ

れ
て

い
る

。

漁
業

生
産

量
は

、
日

本
海

西
部

九
州

西
海

域
各

県
で

平
成

2
1
年

度
か

ら
取

り
組

ん
で

い
る

資
源

回
復

計

画
の

効
果

に
よ

り
、

ア
ジ

、
サ

バ
、

イ
ワ

シ
の

漁
獲

量
の

増
加

が
期

待
で

き
る

も
の

の
、

沿
岸

、
沖

合
漁

業
全

体
と

し
て

は
横

ば
い

傾
向

が
予

想
さ

れ
る

。

輸
入

水
産

物
に

つ
い

て
は

、
輸

入
元

国
の

国
内

需
要

の
増

加
や

資
源

状
況

の
悪

化
等

に
よ

り
減

少
傾

向

に
あ

り
、

中
長

期
的

に
不

安
定

な
要

素
を

は
ら

ん
で

い
る

。

平
成
24
年
１
月
11
日
　
水
曜
日

第
3
3
4
8
号

福
　
岡
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ウ
食

肉

本
県

の
肉

用
牛

飼
養

頭
数

は
わ

ず
か

に
減

少
し

、
豚

飼
養

頭
数

は
ほ

ぼ
横

ば
い

で
推

移
す

る
中

、
食

肉

輸
入

量
は

増
加

傾
向

に
あ

り
、

食
肉

の
供

給
は

安
定

し
て

い
る

。

今
後

も
、

県
内

の
生

産
量

は
、

牛
肉

で
わ

ず
か

に
減

少
、

豚
肉

で
横

ば
い

の
傾

向
は

変
わ

ら
な

い
と

見

込
ま

れ
る

。
ま

た
、

Ｂ
Ｓ

Ｅ
の

発
生

か
ら

大
幅

に
減

少
し

て
い

た
米

国
産

牛
肉

の
輸

入
量

が
回

復
傾

向
に

あ
り

、
食

肉
は

安
定

供
給

さ
れ

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
。

エ
花

き

本
県

は
、

恵
ま

れ
た

気
候

条
件

を
活

か
し

て
、

キ
ク

、
バ

ラ
、

洋
ラ

ン
、

ト
ル

コ
キ

キ
ョ

ウ
等

多
品

目

の
花

が
生

産
さ

れ
、

ツ
ツ

ジ
、

ツ
バ

キ
等

の
花

木
の

一
大

産
地

を
形

成
す

る
な

ど
全

国
有

数
の

花
き

生
産

県
で

あ
る

。

現
在

、
多

様
化

が
進

む
消

費
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
高

級
花

か
ら

日
常

生
活

で
楽

し
む

花
ま

で

幅
広

い
花

き
生

産
が

行
わ

れ
て

お
り

、
今

後
県

内
生

産
量

の
伸

び
が

予
想

さ
れ

る
ほ

か
、

他
県

産
や

輸
入

花
の

増
加

に
よ

り
安

定
的

な
供

給
が

見
込

ま
れ

る
。

(
3
)

卸
売

市
場

流
通

及
び

卸
売

市
場

を
経

由
し

な
い

流
通

等
の

現
状

と
見

通
し

ア
卸

売
市

場
流

通
の

現
状

と
見

通
し

(
ｱ
)

青
果

物

本
県

は
、

福
岡

、
北

九
州

の
２

つ
の

都
市

圏
を

擁
す

る
消

費
県

で
あ

る
と

と
も

に
、

筑
後

地
域

な
ど

の
有

力
な

産
地

を
抱

え
る

生
産

県
で

も
あ

る
た

め
、

県
内

に
は

、
大

消
費

地
へ

の
青

果
物

の
供

給
源

と

し
て

の
役

割
を

担
う

市
場

や
産

地
と

の
結

び
つ

き
の

強
い

市
場

な
ど

が
共

存
し

て
い

る
。

県
内

青
果

市
場

の
取

扱
量

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

野
菜

が
ほ

ぼ
横

ば
い

、
果

実
が

漸
減

傾
向

で
推

移
し

て
き

た
が

、
今

後
も

大
規

模
な

中
央

卸
売

市
場

へ
の

集
約

化
が

進
む

と
と

も
に

、
県

内
外

の
生

産

量
が

減
少

す
る

こ
と

か
ら

、
青

果
物

の
取

扱
は

減
少

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。

表
５

青
果

卸
売

市
場

の
取

扱
状

況
（

単
位
；

百
万

円
、
ト

ン
、

％
）

年
度

平
成

1
1
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
2
0
年

度
平

成
2
7
年

度
対

比
(
H
2
7
/
H
2
0
)

区
分

野
金

額
9
4
,
1
3
7

8
7
,
6
5
9

8
4
,
1
8
6

―
―

菜
数

量
5
3
2
,
3
6
9

5
0
9
,
2
8
9

5
0
5
,
9
8
1

4
6
0
,
2
6
3

9
1
.
0

果
金

額
5
5
,
2
1
2

4
7
,
0
0
5

4
2
,
7
0
5

―
―

実
数

量
2
3
6
,
5
1
5

2
1
9
,
3
1
8

1
8
6
,
5
1
6

1
3
9
,
6
9
8

7
4
.
9

資
料

：
「

中
央
卸

売
市
場

年
報

」
・
「

地
方

卸
売

市
場

実
態
調

査
」

（
注

）
平

成
2
7
年
度

の
取
扱

数
量

は
、
平

成
1
1
年
度

か
ら
2
0
年

度
の
数

値
を

も
と
に

推
計

。

平
成
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年
１
月
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曜
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岡
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図
１

中
央

・
地

方
卸

売
市

場
等

取
扱

量
の

状
況

(
ｲ
)

水
産

物

本
県

は
、

福
岡

、
北

九
州

の
２

つ
の

都
市

圏
を

擁
す

る
消

費
県

で
あ

る
と

と
も

に
、

多
種

多
様

な
水

産
物

が
水

揚
げ

さ
れ

る
生

産
県

で
も

あ
る

。
そ

の
基

幹
的

な
市

場
で

あ
る

福
岡

市
中

央
卸

売
市

場
鮮

魚

市
場

は
、

産
地

市
場

と
消

費
地

市
場

の
機

能
を

併
せ

持
ち

、
県

内
卸

売
市

場
取

扱
量

の
５

割
以

上
を

占

め
る

が
、

当
市

場
の

入
荷

量
を

左
右

す
る

青
物

や
中

国
船

の
水

揚
げ

減
少

等
の

影
響

を
受

け
取

扱
量

が

減
少

し
て

い
る

。

今
後

の
県

内
水

産
市

場
の

取
扱

量
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
1
年

度
か

ら
日

本
海

の
沿

岸
・

沖
合

漁
業

者

が
取

り
組

ん
で

い
る

ア
ジ

、
サ

バ
、

イ
ワ

シ
の

資
源

回
復

計
画

の
効

果
に

よ
り

青
物

の
増

加
は

期
待

で

き
る

も
の

の
、

水
産

物
全

体
と

し
て

は
減

少
が

見
込

ま
れ

る
。

表
６

水
産

物
卸

売
市

場
の

取
扱

状
況

（
単

位
；

百
万

円
、
ト

ン
、

％
）

年
度

平
成

1
1
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
2
0
年

度
平

成
2
7
年

度
対

比
(
H
2
7
/
H
2
0
)

区
分

水
金

額
1
9
9
,
0
7
7

1
5
4
,
6
5
1

1
2
0
,
7
3
0

―
―

産 物
数

量
3
3
0
,
7
3
3

2
6
5
,
0
8
6

1
9
7
,
7
1
6

1
7
0
,
2
4
1

8
6
.
1

資
料

：
「

中
央
卸

売
市
場

年
報

」
・
「

地
方

卸
売

市
場

実
態
調

査
」

（
注

）
平

成
2
7
年
度

の
取
扱

数
量

は
、
平

成
1
1
年
度

か
ら
2
0
年

度
の
数

値
を

も
と
に

推
計

。

6
7
.9

7
7
.2

6
4
.27
1
.9

6
1
.66
8
.9

3
2
.1

2
2
.8

3
5
.82
8
.1

3
8
.43
1
.1

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

果
実

野
菜

果
実

野
菜

果
実

野
菜

平成20年度平成15年度平成11年度

中
央

卸
売

市
場

地
方

卸
売

市
場

平
成
24
年
１
月
11
日
　
水
曜
日

第
3
3
4
8
号

福
　
岡
　
県
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図
２

中
央

・
地

方
卸

売
市

場
等

取
扱

量
の

状
況

(
ｳ
)

食
肉

本
県

は
、

九
州

・
山

口
地

区
に

お
け

る
大

消
費

地
で

あ
り

、
九

州
唯

一
の

中
央

卸
売

市
場

が
福

岡
市

に
よ

り
開

設
さ

れ
て

い
る

。

県
内

に
は

、
５

か
所

の
公

営
・

民
営

と
畜

場
が

あ
り

、
ま

た
、

農
協

系
統

の
Ｊ

Ａ
全

農
ミ

ー
ト

フ
ー

ズ
株

式
会

社
で

は
、

系
統

共
販

の
基

幹
施

設
と

し
て

、
独

自
の

加
工

・
配

送
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

食

肉
は

、
青

果
物

や
水

産
物

に
比

べ
市

場
外

流
通

の
割

合
が

高
い

。

今
後

は
、

消
費

者
の

食
の

安
全

・
安

心
へ

の
関

心
の

高
ま

り
か

ら
、

近
代

的
な

施
設

を
有

す
る

福
岡

市
中

央
卸

売
市

場
食

肉
市

場
が

流
通

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
担

う
こ

と
に

よ
り

、
市

場
流

通
量

の
伸

び

が
見

込
ま

れ
る

。

表
７

食
肉

卸
売

市
場

の
取

扱
状

況
（

単
位
；

百
万

円
、
ト

ン
、

％
）

年
度

平
成

1
1
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
2
0
年

度
平

成
2
7
年

度
対

比
(
H
2
7
/
H
2
0
)

区
分

食
金

額
1
1
,
8
6
5

1
2
,
4
2
5

1
1
,
7
8
3

―
―

肉
数

量
1
4
,
5
8
1

1
5
,
3
6
9

1
3
,
0
8
7

1
3
,
9
7
3

1
0
6
.
8

資
料

：
「

福
岡
市

中
央
卸

売
市

場
年
報
」
・
「

福
岡
市

中
央
卸

売
市

場
整
備

計
画

」
（
注

）
平

成
2
7
年
度

の
取
扱

数
量

は
、
平

成
1
1
年
度

か
ら
2
0
年

度
の
数

値
を

も
と
に

推
計

。

(
ｴ
)

花
き

県
内

花
き

市
場

の
切

花
の

取
扱

状
況

は
、

市
場

外
流

通
の

増
加

や
景

気
低

迷
に

伴
う

需
要

低
下

が
見

ら
れ

る
も

の
の

、
流

通
圏

の
広

域
化

が
進

み
、

ほ
ぼ

横
ば

い
で

推
移

し
て

い
る

。
今

後
の

取
扱

数
量

も

現
状

維
持

が
見

込
ま

れ
る

。

鉢
物

の
取

扱
状

況
は

、
景

気
低

迷
に

伴
い

、
業

務
用

・
贈

答
用

の
大

型
鉢

物
の

需
要

が
低

下
し

て
お

り
、

取
扱

数
量

は
減

少
し

て
い

る
。

今
後

、
低

価
格

の
ホ

ー
ム

ユ
ー

ス
用

の
小

型
鉢

物
の

需
要

の
増

加

7
2
.87
9
.3

7
9
.3

2
7
.22
0
.7

2
0
.7

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

平
成
2
0
年
度

平
成
1
5
年
度

平
成
1
1
年
度

中
央
卸
売
市
場

地
方
卸
売
市
場

平
成
24
年
１
月
11
日
　
水
曜
日

第
3
3
4
8
号

福
　
岡
　
県
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が
見

込
ま

れ
る

も
の

の
、

取
扱

数
量

は
減

少
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
。

花
壇

苗
の

取
扱

状
況

は
、

ガ
ー

デ
ニ

ン
グ

の
普

及
に

よ
り

増
加

し
て

い
た

が
、

需
要

者
の

定
着

と
、

１
人

当
た

り
の

購
買

鉢
数

の
減

少
か

ら
、

近
年

は
低

下
し

て
い

る
。

ガ
ー

デ
ニ

ン
グ

の
定

着
は

見
ら

れ

る
も

の
の

、
取

扱
数

量
は

減
少

す
る

と
見

込
ま

れ
る

。

表
８

花
き

市
場

の
取

扱
状

況
（

単
位

；
百

万
円
、

千
本

・
千

鉢
、

％
）

年
平

成
1
1
年

平
成

1
5
年

平
成

2
0
年

平
成

2
7
年

対
比

(
H
2
7
/
H
2
0
)

区
分

切
金

額
1
7
,
0
4
2

1
5
,
8
4
6

1
5
,
6
1
8

―
―

花
数

量
3
2
0
,
1
8
6

2
9
7
,
7
1
8

2
9
1
,
2
3
5

2
8
3
,
9
0
7

9
7
.
5

鉢
金

額
9
,
2
7
0

8
,
8
8
7

8
,
0
3
9

―
―

物
数

量
2
1
,
5
6
4

2
8
,
1
3
8

2
7
,
3
6
6

2
3
,
7
7
5

8
6
.
9

花
金

額
2
,
2
3
8

1
,
8
6
4

1
,
8
5
2

―
―

壇 苗
数

量
4
5
,
4
1
9

5
0
,
1
4
1

4
3
,
3
7
7

3
1
,
7
1
1

7
3
.
1

資
料

：
農

林
水

産
省

「
花

き
卸

売
市

場
調

査
」

（
注

）
平

成
2
7
年

の
取

扱
数

量
は

、
花

き
に

つ
い

て
は

経
済

状
況

の
影

響
を

受
け

や
す

い
こ

と
か

ら
、

平
成

1
5
年

か
ら
2
0
年

の
数
値

を
も

と
に
推

計
。

イ
卸

売
市

場
を

経
由

し
な

い
流

通
の

現
状

と
見

通
し

卸
売

市
場

を
経

由
し

な
い

流
通

に
つ

い
て

は
、

量
販

店
・

外
食

・
中

食
業

者
等

の
大

型
実

需
者

と
の

契

約
取

引
、

輸
入

農
産

物
等

の
商

社
に

よ
る

直
接

取
引

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

を
利

用
し

た
産

直
販

売
、

朝
市

・
直

売
所

等
で

の
販

売
な

ど
が

あ
る

。

し
か

し
、

一
方

で
市

場
外

流
通

に
は

、
天

候
等

自
然

条
件

に
左

右
さ

れ
、

必
要

量
が

揃
わ

な
い

こ
と

が
あ

る
こ

と
、

代
金

決
済

期
間

が
長

い
こ

と
、

出
荷

者
へ

の
出

荷
量

・
品

質
・

価
格

等
の

要
求

が
厳

し

い
こ

と
、

残
品

、
返

品
の

リ
ス

ク
負

担
が

大
き

く
な

る
こ

と
等

の
問

題
点

が
あ

り
、

現
在

、
市

場
外

か
ら

生
鮮

品
の

調
達

を
し

て
い

る
実

需
者

も
、

そ
れ

ぞ
れ

の
取

引
規

模
は

小
さ

く
、

必
要

量
の

大
半

は
、

市
場

か
ら

の
仕

入
れ

を
行

っ
て

い
る

の
が

実
態

で
あ

る
。

今
後

も
、

市
場

外
流

通
は

、
種

々
の

形
態

で
行

わ
れ

て
い

く
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
が

、
安

定
し

た
価

格

形
成

・
品

揃
え

・
早

期
決

済
な

ど
の

面
に

お
い

て
依

然
と

し
て

卸
売

市
場

流
通

が
生

鮮
食

料
品

等
流

通
の

中
心

的
な

役
割

を
果

た
し

つ
つ

、
市

場
流

通
と

市
場

外
流

通
が

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
を

発
揮

し
な

が
ら

生
鮮

食
料

品
等

の
供

給
が

図
ら

れ
て

い
く

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

２
品

目
別

流
通

圏
の

設
定

道
路

交
通

網
の

整
備

、
低

温
輸

送
の

進
展

等
に

よ
り

、
生

鮮
食

料
品

等
の

流
通

が
広

域
化

し
て

い
る

こ
と

か

ら
、

県
内

に
お

け
る

生
鮮

食
料

品
等

の
流

通
実

態
、

人
口

の
集

中
状

況
、

都
市

形
成

の
状

況
な

ど
社

会
的

、
経

済
的

、
自

然
的

諸
条

件
や

日
常

生
活

に
お

け
る

住
民

と
地

域
の

密
着

の
度

合
い

を
勘

案
し

、
青

果
、

水
産

物
に

つ
い

て
は

、
中

央
卸

売
市

場
を

核
と

す
る

福
岡

、
筑

後
、

北
九

州
・

筑
豊

の
三

つ
の

流
通

圏
と

し
、

ま
た

、
食

肉
、

花
き

に
つ

い
て

は
、

県
内

一
円

を
一

つ
の

流
通

圏
と

し
て

設
定

す
る

。
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(1) 青 果 品 目 別 流 通 圏 の � 定

流 通 圏 人 口 市場供給対象人口 市 場 取 扱 量 他の流通
流通圏

区 域 平成20年度 平成27年度 品目 平成20年度 平成27年度 平成20年度 平成27年度 圏との 備 考
（No.）

（基準年度） （目標年度） （基準年度） （目標年度） （基準年度） （目標年度） 重複区域
千人 千人 千人 千人 トン トン

宗 像 市 ※ 流通圏の基準年度人口は、
福 岡 市 筑紫野市 春 日 市 福 津 市 平成20年10月1日現在人口に
大野城市 太宰府市 古 賀 市 野菜 １，９３０ ２，２５８ ２３８，７８０ ２５６，１５１ (北九州・筑豊 通勤・通学及び観光による人
糸 島 市 那珂川町 宇 美 町 流通圏) 口移動を加味して算定

福 岡 篠 栗 町 志 免 町 須 恵 町 （以下、同じ）
新 宮 町 久 山 町 粕 屋 町 ２，２６５ ２，３０６ ※ 流通圏の目標年度人口は、

（No.1） (7市､8町) 国立社会保障・人口問題研究
所「市区町村別将来推計人口」

果実 １，１２６ ９８０ ６７，９４７ ５５，７０６ に通勤・通学及び観光による
人口移動を加味して算定

（以下、同じ）
※ 市場供給対象人口は、流通

圏人口に市場供給率を乗じて
大牟田市 久留米市 柳 川 市 算定 （以下、同じ）
八 女 市 筑 後 市 大 川 市 野菜 ６９５ ６０７ ８５，９３６ ６８，８４５ ※ 市場供給率
小 郡 市 うきは市 朝 倉 市 〈野菜〉 (%)

筑 後 みやま市 筑 前 町 東 峰 村 H20 H27
大刀洗町 大 木 町 広 川 町 ９３４ ９０７ 福 岡 85.2 97.9

（No.2） (10市､4町､1村) 筑 後 74.4 66.9
北九州

果実 ６４２ ４８３ ３８，７１６ ２７，４５１ ・筑豊 76.4 65.2
県全体 79.9 80.5

〈果実〉 (%)
H20 H27

福 岡 49.7 42.5
北九州市 直 方 市 飯 塚 市 筑 後 68.7 53.2
田 川 市 行 橋 市 豊 前 市 北九州
中 間 市 宗 像 市 福 津 市 野菜 １，４６５ １，１９１ １８１，２６５ １３５，２６７ ・筑豊 69.0 54.4

北九州 宮 若 市 嘉 麻 市 芦 屋 町 県全体 60.4 48.7
・筑豊 水 巻 町 岡 垣 町 遠 賀 町

小 竹 町 鞍 手 町 桂 川 町 １，９１８ １，８２７ 市場供給率 ＝ 市場取扱量
（No.3） 香 春 町 添 田 町 糸 田 町 需要量

川 崎 町 大 任 町 赤 村 需要量＝流通圏人口
福 智 町 苅 田 町 みやこ町 果実 １、３２３ ９９４ ７９，８５３ ５６，５４１ ×１人１年当たり需要量
吉 富 町 上 毛 町 築 上 町 １人１年当たり需要量は農

(11市､18町､1村) 林水産省「食料需給表」（粗
食料）

野菜 ４，０９０ ４，０５６ ５０５，９８１ ４６０，２６３
計 ２８市 ３０町 ２村 ５，１１７ ５，０４０

果実 ３，０９１ ２，４５７ １８６，５１６ １３９，６９８
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(2) 水産物 � 目 � 流 通 圏 の � �

流 通 圏 人 口 市場供給対象人口 市 場 取 扱 量 他の流通
流通圏

区 域 平成20年度 平成27年度 平成20年度 平成27年度 平成20年度 平成27年度 圏との 備 考
（No.）

（基準年度） （目標年度） （基準年度） （目標年度） （基準年度） （目標年度） 重複区域
千人 千人 千人 千人 トン トン

※ 市場供給率
福 岡 市 筑紫野市 春 日 市 〈水産物〉
大野城市 宗 像 市 太宰府市 H20 H27
古 賀 市 福 津 市 朝 倉 市 福 岡 75.4 78.8

福 岡 糸 島 市 那珂川町 宇 美 町 筑 後 92.1 90.4
篠 栗 町 志 免 町 須 恵 町 ２，５０２ ２，５３９ １，８８５ ２，００１ １０７，４６３ ９８，０５６ 北九州

（No.1） 新 宮 町 久 山 町 粕 屋 町 ・筑豊 45.5 43.5
筑 前 町 東 峰 村 県全体 67.8 68.9

(10市､9町、1村)
市場供給率 ＝ 市場取扱量

需要量
需要量＝流通圏人口

×１人１年当たり需要量
大牟田市 久留米市 柳 川 市 １人１年当たり需要量は農
八 女 市 筑 後 市 大 川 市 林水産省「食料需給表」（粗

筑 後 小 郡 市 うきは市 みやま市 食料）
大刀洗町 大 木 町 広 川 町 ８４４ ８２０ ７７７ ７４１ ４４，２９４ ３６，３１７

（No.2） (9市､3町)

北九州市 直 方 市 飯 塚 市
田 川 市 行 橋 市 豊 前 市
中 間 市 宮 若 市 嘉 麻 市
芦 屋 町 水 巻 町 岡 垣 町

北九州 遠 賀 町 小 竹 町 鞍 手 町
・筑豊 桂 川 町 香 春 町 添 田 町

糸 田 町 川 崎 町 大 任 町 １，７７１ １，６８１ ８０６ ７３２ ４５，９５９ ３５，８６８
（No.3） 赤 村 福 智 町 苅 田 町

みやこ町 吉 富 町 上 毛 町
築 上 町

(9市､18町､1村)

計 ２８市 ３０町 ２村 ５，１１７ ５，０４０ ３，４６８ ３，４７４ １９７，７１６ １７０，２４１平
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(3) 食 肉 品 目 � 流 通 圏 の � �

流 通 圏 人 口 市場供給対象人口 市 場 取 扱 量 他の流通
流通圏

区 域 平成20年度 平成27年度 平成20年度 平成27年度 平成20年度 平成27年度 圏との 備 考
（No.）

（基準年度） （目標年度） （基準年度） （目標年度） （基準年度） （目標年度） 重複区域
千人 千人 千人 千人 トン トン

※ 市場供給率
H20: 9.3%；H27:10.5%

市場供給率 ＝ 市場取扱量
県下全域 需要量

全 県 ５，１１７ ５，０４０ ４７４ ５２９ １３，０８７ １３，９７３ 需要量＝流通圏人口
（２８市 ３０町 ２村） ×１人１年当たり需要量

１人１年当たり需要量は農
林水産省「食料需給表」（粗
食料）

(4) 花 き 品 目 � 流 通 圏 の � �

流 通 圏 人 口 市場供給対象人口 市 場 取 扱 量 他の流通
流通圏

区 域 平成20年度 平成27年度 品目 平成20年度 平成27年度 平成20年度 平成27年度 圏との 備 考
（No.）

（基準年度） （目標年度） （基準年度） （目標年度） （基準年度） （目標年度） 重複区域
千人 千人 千人 千人 千本・千鉢 千本・千鉢

※ 市場供給率
〈切花〉

切花 ６，５１５ ７，５７１ ２９１，２３５ ２８３，９０７ H20:127.3%；H27:150.2%
〈鉢物〉

H20:243.1%；H27:362.9%
〈花壇苗〉

H20:249.3%；H27:314.7%
県下全域

全 県 ５，１１７ ５，０４０ 鉢物 １２，４４０ １８，２８８ ２７，３６６ ２３，７７５ 市場供給率 ＝ 市場取扱量
（２８市 ３０町 ２村） 需要量

需要量＝流通圏人口
×１人１年当たり需要量

１人１年当たり需要量は農
林水産省「花き卸売市場調査」

花壇 １２，７５７ １５，８５９ ４３，３７７ ３１，７１１ の全国卸売数量を総務省統
苗 計局全国総人口で除したもの
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３
卸

売
市

場
配

置
計

画

卸
売

市
場

の
配

置
に

つ
い

て
は

、
消

費
人

口
や

需
要

の
動

向
、

卸
売

市
場

の
取

扱
状

況
や

市
場

外
流

通
の

動

向
、

生
鮮

食
料

品
等

の
広

域
流

通
の

進
展

、
消

費
の

質
的

変
化

な
ど

を
勘

案
し

な
が

ら
、

県
内

の
卸

売
市

場
の

適
正

か
つ

健
全

な
運

営
が

確
保

さ
れ

県
民

へ
の

生
鮮

食
料

品
等

の
安

定
的

か
つ

円
滑

な
流

通
が

図
ら

れ
る

よ

う
、

次
の

基
本

方
針

に
即

し
て

計
画

す
る

も
の

と
す

る
。

(
1
)

卸
売

市
場

配
置

の
基

本
方

針

品
目

別
に

設
定

さ
れ

た
流

通
圏

ご
と

に
、

当
該

品
目

の
取

扱
を

行
う

中
央

卸
売

市
場

を
核

と
し

、
加

え
て

地
方

卸
売

市
場

に
地

域
に

お
け

る
集

荷
力

の
強

化
を

図
る

上
で

地
域

流
通

の
拠

点
と

な
る
「

地
域

拠
点

市
場

」

を
配

置
す

る
。

ま
た

、
流

通
圏

内
の

生
鮮

食
料

品
等

の
安

定
的

か
つ

円
滑

な
流

通
に

資
す

る
た

め
、

地
方

卸

売
市

場
の

う
ち

地
域

拠
点

市
場

に
該

当
し

な
い

市
場

を
「

地
域

市
場

」
と

し
て

配
置

す
る

。

中
央

卸
売

市
場

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
全

国
規

模
の

大
型

流
通

に
対

応
す

る
集

散
市

場
と

し
て

の
機

能
と

役
割

を
果

た
し

う
る

よ
う

、
中

央
卸

売
市

場
整

備
計

画
に

即
し

た
整

備
を

行
う

も
の

と
し

、
地

方
卸

売
市

場

に
つ

い
て

は
、

流
通

の
円

滑
化

と
市

場
経

営
の

安
定

を
図

る
た

め
、

引
き

続
き

統
合

整
備

を
推

進
す

る
こ

と

を
基

本
に

し
、

産
地

や
小

売
・

消
費

者
な

ど
へ

の
情

報
受

発
信

機
能

や
地

場
産

品
の

重
要

な
販

売
拠

点
と

し

て
の

役
割

を
果

た
す

な
ど

、
独

自
の

特
色

を
発

揮
し

う
る

市
場

づ
く

り
を

推
進

す
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
今

回
の

中
央

卸
売

市
場

整
備

計
画

で
は

、
大

規
模

な
中

央
卸

売
市

場
と

中
小

規
模

の
中

央
卸

売
市

場
と

の
間

で
の

機
能

・
役

割
分

担
の

明
確

化
を

図
り

、
効

率
的

な
流

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

た
め

、

大
型

産
地

か
ら

の
荷

を
大

量
に

受
け

、
周

辺
の

中
小

規
模

の
中

央
卸

売
市

場
と

連
携

し
た

流
通

を
行

う
役

割

を
担

う
「

中
央

拠
点

市
場

」
を

設
置

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

地
域

拠
点

市
場

の
目

標
年

度
に

お
け

る
取

扱
数

量
は

、
以

下
の

と
お

り
と

す
る

。

①
当

該
地

域
拠

点
市

場
が

青
果

物
を

主
た

る
取

扱
品

目
と

す
る

卸
売

市
場

で
あ

る
場

合
に

は
、

1
5
,
0
0
0
ト

ン
以

上

②
当

該
地

域
拠

点
市

場
が

水
産

物
を

主
た

る
取

扱
品

目
と

す
る

卸
売

市
場

で
あ

る
場

合
に

は
、

7
,
0
0
0
ト

ン
以

上

③
当

該
地

域
拠

点
市

場
が

花
き

を
主

た
る

取
扱

品
目

と
す

る
卸

売
市

場
で

あ
る

場
合

に
は

、
2
,
0
0
0
万

本

相
当

＊
以

上
※

鉢
物
の

鉢
数

に
つ
い

て
は

、
１
鉢

に
つ

き
８

本
の
切

花
に

換
算

地
域

拠
点

市
場

が
他

の
地

方
卸

売
市

場
と

統
合

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

統
合

が
次

に
掲

げ
る

要
件

の
す

べ
て

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

①
当

該
統

合
の

中
核

と
な

る
地

域
拠

点
市

場
の

取
扱

金
額

が
5
0
億

円
以

上
又

は
卸

売
場

面
積

が
3
,
0
0
0
㎡

以
上

で
あ

る
こ

と
。

②
統

合
後

の
地

域
拠

点
市

場
の

取
扱

金
額

が
1
0
0
億

円
以

上
又

は
卸

売
場

面
積

が
5
,
0
0
0
㎡

以
上

で
あ

る
こ

と
。

③
当

該
統

合
に

係
る

地
方

卸
売

市
場

が
食

品
流

通
構

造
改

善
促

進
法

（
平

成
３

年
法

律
第

5
9
号

）
第

４
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
、

同
法

第
２

条
第

３
項

第
２

号
に

規
定

す
る

卸
売

市
場

機
能

高
度

化
事

業
に

係
る

構
造

改
善

計
画

の
認

定
を

受
け

て
い

る
こ

と
。
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(
2
)

取
扱

品
目

別
の

市
場

配
置

ア
青

果
卸

売
市

場

青
果

市
場

に
つ

い
て

は
、
福

岡
、
筑

後
、
北

九
州

・
筑

豊
の

各
流

通
圏

に
、
そ

れ
ぞ

れ
福

岡
、
久

留
米

、

北
九

州
の

各
市

の
中

央
卸

売
市

場
が

開
設

さ
れ

て
い

る
た

め
、

そ
れ

ら
を

流
通

圏
の

核
と

位
置

付
け

る
と

と
も

に
、

筑
後

流
通

圏
に

１
市

場
、

北
九

州
・

筑
豊

流
通

圏
に

２
市

場
、

地
域

流
通

の
拠

点
的

役
割

を
担

う
べ

き
市

場
が

あ
る

た
め

、
当

該
市

場
を

地
域

拠
点

市
場

と
し

て
配

置
す

る
。

さ
ら

に
、

地
域

市
場

と
し

て
、

福
岡

流
通

圏
に

１
市

場
を

、
筑

後
流

通
圏

に
３

市
場

を
、

北
九

州
・

筑

豊
流

通
圏

に
１

市
場

を
配

置
す

る
。

な
お

、
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

福
岡

市
中

央
卸

売
市

場
西

部
市

場
及

び
同

東
部

市
場

は
、

平
成

2
7
年

度

末
ま

で
に

福
岡

市
中

央
卸

売
市

場
青

果
市

場
と

統
合

し
、

廃
止

す
る

こ
と

と
し

、
統

合
後

は
、

み
な

と
香

椎
地

区
に

新
設

す
る

こ
と

と
す

る
。

第
９

次
整

備
計

画
策

定
時

目
標

年
度

（
平

成
2
7
年

度
）

流
通

圏
中

央
地

方
小

規
模

合
計

中
央

地
方

小
規

模
合

計

福
岡

３
１

－
４

１
（

１
）

１
－

２

筑
後

１
1
4（

１
）

－
1
5

１
４
（

１
）

－
５

北
九

州
・

筑
豊

１
４
（

２
）

２
７

１
３
（

２
）

－
４

合
計

５
1
9（

３
）

２
2
6

３
（

１
）

８
（

３
）

－
1
1

※
中

央
卸
売

市
場

欄
の

か
っ

こ
書
は

、
中

央
拠
点

市
場

数
で
、

内
数

地
方

卸
売

市
場

欄
の

か
っ

こ
書
は

、
地

域
拠
点

市
場

数
で
、

内
数

イ
水

産
物

卸
売

市
場

水
産

物
市

場
に

つ
い

て
は

、
福

岡
、

筑
後

、
北

九
州

・
筑

豊
の

各
流

通
圏

に
、

そ
れ

ぞ
れ

福
岡

、
久

留

米
、

北
九

州
の

各
市

の
中

央
卸

売
市

場
が

開
設

さ
れ

て
い

る
た

め
、

そ
れ

ら
を

流
通

圏
の

核
と

位
置

付
け

る
と

と
も

に
、

筑
後

流
通

圏
に

は
、

地
域

流
通

の
拠

点
的

役
割

を
担

う
べ

き
１

市
場

が
あ

る
た

め
、

当
該

市
場

を
地

域
拠

点
市

場
と

し
て

配
置

す
る

。

さ
ら

に
、

地
域

市
場

と
し

て
、

福
岡

流
通

圏
に

３
市

場
を

、
筑

後
流

通
圏

に
２

市
場

を
、

北
九

州
・

筑

豊
流

通
圏

に
５

市
場

を
配

置
す

る
。

第
９

次
整

備
計

画
策

定
時

目
標

年
度

（
平

成
2
7
年

度
）

流
通

圏
中

央
地

方
小

規
模

合
計

中
央

地
方

小
規

模
合

計

福
岡

１
３

１
５

１
（

１
）

３
１

５

筑
後

１
３
（

１
）

－
４

１
３
（

１
）

－
４

北
九

州
・

筑
豊

１
５

－
６

１
５

－
６

合
計

３
1
1（

１
）

１
1
5

３
（

１
）

1
1（

１
）

１
1
5

※
中

央
卸
売

市
場

欄
の

か
っ

こ
書
は

、
中

央
拠
点

市
場

数
で
、

内
数

地
方

卸
売

市
場

欄
の

か
っ

こ
書
は

、
地

域
拠
点

市
場

数
で
、

内
数
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ウ
食

肉
卸

売
市

場

食
肉

市
場

に
つ

い
て

は
、

県
内

に
１

市
場

が
開

設
さ

れ
て

い
る

た
め

、
全

県
流

通
圏

に
１

市
場

を
配

置

す
る

。

第
９

次
整

備
計

画
策

定
時

目
標

年
度

（
平

成
2
7
年

度
）

流
通

圏
中

央
地

方
小

規
模

合
計

中
央

地
方

小
規

模
合

計

全
県

１
－

－
１

１
－

－
１

エ
花

き
卸

売
市

場

花
き

市
場

に
つ

い
て

は
、

県
内

に
は

中
央

卸
売

市
場

が
開

設
さ

れ
て

い
な

い
が

、
流

通
の

広
域

化
に

よ

り
九

州
・

山
口

を
商

圏
と

し
拠

点
的

役
割

を
果

た
し

て
い

る
５

市
場

が
あ

る
た

め
、

当
該

市
場

を
地

域
拠

点
市

場
と

し
て

位
置

付
け

る
と

と
も

に
、

地
域

市
場

４
市

場
を

配
置

す
る

。

第
９

次
整

備
計

画
策

定
時

目
標

年
度

（
平

成
2
7
年

度
）

流
通

圏
中

央
地

方
小

規
模

合
計

中
央

地
方

小
規

模
合

計

全
県

－
1
0（

２
）

－
1
0

－
９
（

５
）

－
９

※
地

方
卸
売

市
場

欄
の

か
っ

こ
書
は

、
地

域
拠
点

市
場

数
で
、

内
数

(
3
)

配
置

計
画

の
推

進
方

策

配
置

計
画

の
推

進
に

当
た

っ
て

は
、

適
正

な
取

引
の

推
進

、
関

係
事

業
者

の
円

滑
な

受
け

入
れ

、
当

該
市

場
に

係
る

地
方

公
共

団
体

の
行

政
・

財
政

状
況

、
地

域
の

実
情

な
ど

を
総

合
的

に
勘

案
す

る
ほ

か
、

次
の

事

項
に

留
意

す
る

も
の

と
す

る
。

ア
公

設
又

は
事

業
協

同
組

合
等

で
の

整
備

に
つ

い
て

十
分

考
慮

す
る

こ
と

。

イ
民

営
市

場
、

卸
売

業
者

の
統

合
に

当
た

っ
て

は
、

そ
の

円
滑

な
推

進
の

た
め

、
市

場
関

係
団

体
等

と
の

緊
密

な
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
関

係
事

業
者

に
よ

る
地

区
協

議
会

、
合

併
推

進
協

議
会

の
設

置
促

進
に

努
め

る
こ

と
。

ウ
流

通
の

拠
点

性
を

高
め

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
総

合
市

場
と

し
て

の
整

備
を

考
慮

す
る

こ
と

。

エ
地

域
拠

点
市

場
の

う
ち

、
流

通
の

広
域

化
に

よ
り

取
扱

数
量

が
増

加
し

て
い

る
卸

売
市

場
に

つ
い

て
は

、

今
後

益
々

、
売

り
場

施
設

や
駐

車
施

設
が

手
狭

と
な

る
と

と
も

に
貯

蔵
・

保
管

施
設

等
の

不
足

も
予

想
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
事

前
に

、
十

分
な

売
り

場
確

保
に

つ
い

て
考

慮
す

る
こ

と
。
特

に
都

市
部

に
あ

っ
て

は
、

周
辺

住
民

の
安

全
・

安
心

に
配

慮
し

、
移

転
等

も
視

野
に

検
討

す
る

こ
と

。

オ
㈱

日
本

政
策

金
融

公
庫

食
品

流
通

改
善

資
金

等
の

融
通

の
あ

っ
せ

ん
を

行
う

な
ど

、
施

設
整

備
に

お
け

る
資

金
面

の
援

助
に

努
め

る
こ

と
。
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卸 売 市 場 配 置 計 画 (注) 市場名欄中、地方卸売市場を[地]と略記する。また、区分欄中、中央卸売市場、公設地方卸売市場、第３セクター方

式地方卸売市場、その他の民営地方卸売市場及び小規模卸売市場をそれぞれ中、公、準公、民、小規模と略記し、記載
□ 青 果 卸 売 市 場 する。

針方備整場市存既圏通流該当
卸売市場

流通圏 整備予定年度
配置位置 整備地区 備 考

No. 市町村名 市 場 名 区 分 市 場 の 整 備 計 画 区 分 取扱品目 目 標 年 度 目標
以前 年度 指定

以降

福 岡 市 １ 福岡市中央卸売市場青果市場 中

中央卸売市場整備計画のとおり 中 青 果 27
福 岡 市 〃 ２ 福岡市中央卸売市場西部市場 中 （中央拠点市場）

福 岡
〃 ３ 福岡市中央卸売市場東部市場 中

１
春 日 市 72〃民備整置存民］地［果青多博４市日春

久留米市 ５ 久留米市中央卸売市場（青果部） 中
72〃中合統民）部果青（場市卉花果青村高］地［米留久６〃市米留久

〃 ７ 久留米センター青果［地］ 民
民］地［果青井三８市郡小

筑 後
朝倉市・ 民］地［場市果青倉朝㈱９市倉朝

うきは市 72〃民合統民］地［果青木甘01〃
２ 又はその周辺 民］地［果青羽朝新㈱11市はきう

民］地［果青羽浮21〃

72〃民合統民場市果青央中女八㈱］地［31市女八市女八
民］地［果青女八41〃

民］地［果青門山51市まやみ市川柳
72〃民合統民］地［果青川柳61市川柳は又

民］地［果青同合高大㈱71〃辺周のそ
民］地［果青同大川柳㈱81〃

72〃民備整てしと場市点拠域地民］地［果丸田牟大91市田牟大市田牟大

北九州市 北九州市 20 北九州市中央卸売市場（青果部） 中 中央卸売市場整備計画のとおり 中 〃

北九州 飯 塚 市 飯 塚 市 21 飯塚市［地］ 72〃公備整てしと場市点拠域地公）部果青（
・筑豊

中 間 市 中 間 市 22［地］北九州青果（株）西部支店 民 地域拠点市場として整備 民 〃 27

３ 行 橋 市 行 橋 市 23［地］北九州青果（株）南部支店 民
72〃民合統民）模規小（場市果青田苅42町田苅のそは又

周辺 豊 前 市 25 豊前小規模卸売市場（小規模） 民
民場市果青田椎］地［62町上築
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□ 水 産 物 卸 売 市 場

当 該 流 通 圏 既 存 市 場 整 備 方 針
卸売市場

流通圏 整備予定年度
配置位置 整備地区 備 考

No. 市町村名 市 場 名 区 分 市 場 の 整 備 計 画 区 分 取扱品目 目 標 年 度 目標
以前 年度 指定

以降

福 岡 市 １ 福岡市中央卸売市場鮮魚市場 中 中央卸売市場整備計画のとおり 中 水産物 27
（中央拠点市場）

福 岡 市 〃 ２［地］福岡市漁協志賀島支所魚市場 民 存置整備 民 〃 27

福 岡 〃 ３［地］姪浜魚市場 民 存置整備 民 〃 27

１ 糸 島 市 糸 島 市 ４［地］糸島魚市場 民 存置整備 民 〃 27

朝 倉 市 朝 倉 市 ５ 甘木魚市場（小規模） 民 存置整備 民 〃 27

久留米市 久留米市 ６ 久留米市中央卸売市場（水産物部） 中 中央卸売市場整備計画のとおり 中 〃 27

筑 後 八 女 市 八 女 市 ７［地］八女魚市場 民 統 合 民 〃 27

２ 柳 川 市 柳 川 市 ８［地］筑後中部魚市場 民 地域拠点市場として整備 民 〃 27

大牟田市 大牟田市 ９［地］大牟田魚市場 民 存置整備 民 〃 27

北九州市 10 北九州市中央卸売市場（水産物部） 中 中央卸売市場整備計画のとおり 中 〃
北九州市

〃 11［地］豊前海北部漁協柄杓田魚市場 民 存置整備 民 〃 27

飯塚市･直方 飯 塚 市 12 飯塚市［地］（水産物部） 公 公・
北九州 市･田川市又は 統 合 準公 〃 ○
・筑豊 その周辺 福 智 町 13［地］筑豊魚市場 民 又は民

３
中 間 市 中 間 市 14［地］遠賀魚市場 民 存置整備 民 〃 27

行 橋 市 行 橋 市 15［地］行橋市魚市場 公 存置整備 公 〃 27
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□ 食 肉 卸 売 市 場

針方備整場市存既圏通流該当
卸売市場

流通圏 整備予定年度
配置位置 整備地区 備 考

No. 市町村名 市 場 名 区 分 市 場 の 整 備 計 画 区 分 取扱品目 目 標 年 度 目標
以前 年度 指定

以降

全 県 福 岡 市 福 岡 市 １ 福岡市中央卸売市場食肉市場 中 中央卸売市場整備計画のとおり 中 食 肉 27

□ 花 き 卸 売 市 場

針方備整場市存既圏通流該当
卸売市場

流通圏 整備予定年度
配置位置 整備地区 備 考

No. 市町村名 市 場 名 区 分 市 場 の 整 備 計 画 区 分 取扱品目 目 標 年 度 目標
以前 年度 指定

以降

72き花民備整てしと場市点拠域地民場市花岡福］地［１市岡福市岡福

72〃民備整てしと場市点拠域地民所引取物植観日州九］地［２市野紫筑市野紫筑

久留米市 ３ 久留米［地］高村青果花卉市場（花き部） 民 統 合
久留米市 民 〃 27

備整てしと場市点拠域地民］地［芸園卉花米留久４〃全

72〃民備整置存民］地［協農木植市米留久５〃〃

72〃公備整置存公ータンセ通流丸主田］地［市米留久６〃〃

72〃民備整置存民場市花田牟大］地［７市田牟大市田牟大

72〃民備整てしと場市点拠域地民場市花州九北］地［８市州九北市州九北県

〃 〃 ９［地］（株）北九州フラワー流通センター 民 地域拠点市場として整備 民 〃 27

飯 塚 市 飯 塚 市 72〃公備整置存公）部き花（10 飯塚市［地］
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卸
売

市
場

現
況

図
(
青

果
）

N
o
.
1

福
岡

流
通

圏
N
o
.
2

筑
後

流
通

圏
N
o
.
3

北
九

州
・

筑
豊

流
通

圏

１
福

岡
市

［
中

］
青

果
市

場
５

久
留

米
市

［
中

］
（

青
果

部
）

1
3

［
地

］
㈱

八
女

中
央

青
果

市
場

2
0

北
九

州
市

［
中

］
（

青
果

部
）

２
福

岡
市

［
中

］
西

部
市

場
６

久
留

米
[
地

]
高

村
青

果
花

卉
市

場
1
4

八
女

青
果

［
地

］
2
1

飯
塚

市
［

地
］
（

青
果

部
）

（
青

果
部

）

３
福

岡
市

［
中

］
東

部
市

場
７

久
留

米
セ

ン
タ

ー
青

果
［

地
］

1
5

山
門

青
果

［
地

］
2
2

[
地

]
北

九
州

青
果

㈱
西

部
支

店

４
博

多
青

果
［

地
］

８
三

井
青

果
［

地
］

1
6

柳
川

青
果

［
地

］
2
3

[
地

]
北

九
州

青
果

㈱
南

部
支

店

９
㈱

朝
倉

青
果

市
場

［
地

］
1
7

㈱
大

高
合

同
青

果
［

地
］

2
4

苅
田

青
果

市
場

(
小

規
模

）

1
0

甘
木

青
果

［
地

］
1
8

㈱
柳

川
大

同
青

果
［

地
］

2
5

豊
前

（
小

規
模

）

1
1

㈱
新

朝
羽

青
果

［
地

］
1
9

大
牟

田
丸

果
［

地
］

2
6
［

地
］

椎
田

青
果

市
場

1
2

浮
羽

青
果

［
地

］

※
中

央
卸

売
市

場
、

地
方

卸
売

市
場

及
び

小
規

模
卸

売
市

場
を

そ
れ

ぞ
れ

［
中

］
、
［

地
］
、
（

小
規

模
）

と
略

記

1
2

3 ４

５
６

９
８

７

1
1

1
0

1
3

1
2

1
4

1
5

1
6 1

7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

◎
：
中

央
　

　
　

○
：
地

方
　

　
　

　
　

：
統

合

Ｎ
ｏ
，

１
　

福
岡

流
通

圏

Ｎ
ｏ
，

２
　

筑
後

流
通

圏

 Ｎ
ｏ
，

３
　

北
九

州
・

　
　

　
　

　
　

筑
豊

流
通

圏
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卸
売

市
場

現
況

図
(
水

産
物

）

N
o
.
1

福
岡

流
通

圏
N
o
.
2

筑
後

流
通

圏
N
o
.
3

北
九

州
・

筑
豊

流
通

圏

１
福

岡
市

［
中

］
鮮

魚
市

場
６

久
留

米
市

［
中

］
（

水
産

物
部

）
1
0

北
九

州
市

［
中

］
（

水
産

物
部

）

２
［

地
］

福
岡

市
漁

協
志

賀
島

支
所

魚
市

場
７

［
地

］
八

女
魚

市
場

1
1
［

地
］

豊
前

海
北

部
漁

協
柄

杓
田

魚
市

場

３
［

地
］

姪
浜

魚
市

場
８

［
地

］
筑

後
中

部
魚

市
場

1
2

飯
塚

市
［

地
］
（

水
産

物
部

）

４
［

地
］

糸
島

魚
市

場
９

［
地

］
大

牟
田

魚
市

場
1
3
［

地
］

筑
豊

魚
市

場

５
甘

木
魚

市
場

（
小

規
模

）
1
4
［

地
］

遠
賀

魚
市

場

1
5
［

地
］

行
橋

市
魚

市
場

※
中

央
卸

売
市

場
、

地
方

卸
売

市
場

及
び

小
規

模
卸

売
市

場
を

そ
れ

ぞ
れ

［
中

］
、
［

地
］
、
（

小
規

模
）

と
略

記

1

2

4

3

５

６

８

７

９

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

Ｎ
ｏ

，
１

　
福

岡
流

通
圏

Ｎ
ｏ

，
２

　
筑

後
流

通
圏

 Ｎ
ｏ
，

３
　

北
九

州
・

　
　

　
　

　
　

筑
豊

流
通

圏

◎
：中

央
　

　
　

○
：地

方
  
  

  
  

  
：統

合
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卸
売

市
場

現
況

図
（

食
肉

・
花

き
）

［
食

肉
］

全
県

１
福

岡
市

［
中

］
食

肉
市

場

［
花

き
］

全
県

１
［

地
］

福
岡

花
市

場
５

久
留

米
市

植
木

農
協

［
地

］
９

［
地

］
㈱

北
九

州
ﾌ
ﾗ
ﾜ
ｰ
流

通
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

２
［

地
］

九
州

日
観

植
物

取
引

所
６

久
留

米
市

［
地

］
田

主
丸

流
通

セ
ン

タ
ー

1
0

飯
塚

市
［

地
］
（

花
き

部
）

３
久

留
米

［
地

］
高

村
青

果
花

卉
市

場
７

［
地

］
大

牟
田

花
市

場

（
花

き
部

）

４
久

留
米

花
卉

園
芸

［
地

］
８

［
地

］
北

九
州

花
市

場

※
中

央
卸

売
市

場
及

び
地

方
卸

売
市

場
を

そ
れ

ぞ
れ

［
中

］
、
［

地
］

と
略

記

１

１

２ ３
４

５
６

７

８

９

1
0 □
：
食

肉
　
　
　
○

：花
き
　
　
　
　
　
：
統

合
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第
４

近
代

的
な

卸
売

市
場

の
立

地
並

び
に

施
設

の
種

類
、

規
模

、
配

置
及

び
構

造
に

関
す

る
基

本
的

指
標

１
立

地
に

関
す

る
事

項

卸
売

市
場

の
立

地
に

つ
い

て
は

、
大

規
模

小
売

業
者

、
外

食
産

業
事

業
者

等
の

広
域

チ
ェ

ー
ン

展
開

等
に

よ

る
生

鮮
食

料
品

流
通

の
広

域
化

、
大

都
市

圏
等

の
交

通
混

雑
等

を
勘

案
し

、
開

設
者

及
び

卸
売

業
者

等
の

円
滑

か
つ

安
定

的
な

業
務

運
営

が
確

保
さ

れ
る

よ
う

十
分

な
見

通
し

を
踏

ま
え

て
行

う
こ

と
。

こ
の

場
合

、
特

に
次

の
事

項
に

つ
い

て
留

意
す

る
。

(
1
)

周
辺

の
土

地
利

用
と

の
調

整
を

考
慮

し
、

都
市

計
画

等
と

の
整

合
性

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

。
特

に
、

流

通
業

務
市

街
地

の
整

備
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

4
1
年

法
律

第
1
1
0
号

）
に

基
づ

く
流

通
業

務
施

設
の

整
備

に

関
す

る
基

本
方

針
と

の
関

連
性

に
配

慮
す

る
こ

と
。

(
2
)

道
路

等
関

連
公

共
施

設
の

整
備

計
画

と
の

整
合

性
が

確
保

さ
れ

、
交

通
事

情
が

良
好

な
場

所
で

あ
る

こ
と

。

(
3
)

各
種

施
設

が
適

切
に

配
置

さ
れ

、
施

設
利

用
の

効
率

性
が

確
保

さ
れ

得
る

用
地

の
形

態
で

あ
る

こ
と

。

(
4
)

生
鮮

食
料

品
等

の
安

全
・

衛
生

上
適

切
な

環
境

に
あ

る
地

域
で

あ
る

こ
と

。

２
施

設
の

種
類

に
関

す
る

事
項

施
設

の
種

類
は

、
次

に
示

す
と

お
り

と
し

、
商

品
の

多
様

化
、

取
引

方
法

の
変

化
、

情
報

化
の

進
展

、
物

流

技
術

の
進

歩
、

食
の

安
全

や
環

境
問

題
に

対
す

る
社

会
的

要
請

の
高

ま
り

等
に

対
応

し
て

必
要

と
な

る
施

設
を

計
画

的
に

整
備

す
る

と
と

も
に

、
整

備
さ

れ
た

施
設

の
効

率
的

な
利

用
及

び
維

持
管

理
の

適
正

化
に

十
分

配
慮

す
る

。

売
場

施
設

駐
車

施
設

貯
蔵

・
保

管
施

設

輸
送

・
搬

送
施

設

衛
生

施
設

情
報

・
事

務
処

理
施

設

管
理

施
設

加
工

処
理

施
設

福
利

厚
生

施
設

関
連

事
業

施
設

以
上

の
施

設
に

附
帯

す
る

施
設

な
お

、
水

産
物

産
地

市
場

に
つ

い
て

は
、

以
上

の
ほ

か
に

、
海

水
浄

化
施

設
、

水
揚

・
選

別
機

械
設

備
、

計

量
施

設
等

を
実

情
に

応
じ

整
備

す
る

。

３
施

設
の

規
模

に
関

す
る

事
項

別
記

に
基

づ
い

て
算

定
さ

れ
る

施
設

規
模

を
確

保
す

る
。

４
施

設
の

配
置

、
運

営
及

び
構

造
に

関
す

る
事

項

卸
売

市
場

施
設

の
配

置
、

運
営

及
び

構
造

に
つ

い
て

は
、

生
産

者
や

実
需

者
の

ニ
ー

ズ
に

的
確

に
対

応
す

る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

卸
売

市
場

で
取

り
扱

う
生

鮮
食

料
品

等
の

品
質

管
理

の
向

上
や

加
工

処
理

等
の

機
能

の
強

化
、

さ
ら

に
は

環
境

問
題

へ
の

積
極

的
な

取
組

等
に

向
け

て
、

特
に

次
の

事
項

に
留

意
す

る
と

と
も

に
、

施
設

整
備

に
つ

い
て

は
Ｐ

Ｆ
Ｉ

事
業

の
活

用
、

施
設

管
理

に
つ

い
て

は
民

間
委

託
の

推
進

や
地

方
自

治
法
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（
昭

和
2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
に

基
づ

く
指

定
管

理
者

制
度

の
活

用
に

よ
り

、
市

場
使

用
料

の
抑

制
等

に
努

め
る

。

さ
ら

に
、

卸
売

市
場

の
費

用
負

担
の

適
正

化
の

観
点

か
ら

、
施

設
の

使
用

料
、

入
場

料
等

の
徴

収
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

。

(
1
)

卸
売

市
場

に
お

け
る

コ
ー

ル
ド

チ
ェ

ー
ン

シ
ス

テ
ム

の
確

立
に

対
す

る
生

産
者

及
び

実
需

者
の

ニ
ー

ズ
へ

早
急

に
対

応
す

る
た

め
、

低
温

の
卸

売
場

や
荷

さ
ば

き
場

、
温

度
帯

別
冷

蔵
庫

等
の

低
温

（
定

温
）

管
理

施

設
を

計
画

的
に

配
置

す
る

こ
と

。
ま

た
、

中
央

卸
売

市
場

に
お

い
て

は
、

卸
売

業
者

や
仲

卸
業

者
の

コ
ス

ト

負
担

、
地

域
性

等
を

勘
案

し
た

導
入

の
効

果
や

必
要

性
等

を
考

慮
し

つ
つ

、
中

央
卸

売
市

場
ご

と
に

数
値

目

標
や

方
針

を
策

定
す

る
こ

と
。

(
2
)

よ
り

き
め

細
か

な
サ

ー
ビ

ス
を

求
め

る
大

規
模

小
売

業
者

、
専

門
小

売
業

者
、

外
食

産
業

事
業

者
等

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

を
強

化
す

る
た

め
、
加

工
処

理
施

設
、
貯

蔵
・

保
管

施
設

及
び

輸
送

・
搬

送
施

設
に

つ
い

て
、

施
設

の
導

入
に

当
た

っ
て

の
費

用
対

効
果

や
共

同
施

設
の

利
用

に
関

す
る

卸
売

業
者

、
仲

卸
業

者
等

の
市

場

関
係

業
者

間
の

調
整

等
を

考
慮

し
つ

つ
、

整
備

・
配

置
を

推
進

す
る

こ
と

。
ま

た
、

消
費

者
ニ

ー
ズ

に
応

え

る
商

品
づ

く
り

の
た

め
、

情
報

受
発

信
機

能
の

強
化

や
市

場
関

係
業

者
が

一
体

と
な

っ
て

行
う

リ
テ

イ
ル

サ

ポ
ー

ト
（

小
売

支
援

活
動

）
等

の
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

。

(
3
)

地
球

温
暖

化
等

環
境

問
題

が
深

刻
化

し
て

い
る

中
で

、
卸

売
市

場
に

お
い

て
も

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
や

廃
棄

物
出

の
抑

制
等

環
境

負
荷

の
低

減
に

向
け

た
取

組
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

太
陽

光
発

電
等

に
よ

る
新

た

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
産

出
と

そ
の

活
用

、
食

品
廃

棄
物

、
包

装
容

器
等

の
リ

サ
イ

ク
ル

に
資

す
る

施
設

の
整

備

・
配

置
や

、
通

い
容

器
の

導
入

等
に

よ
る

物
流

業
務

の
効

率
化

に
努

め
る

こ
と

。
ま

た
、

中
央

卸
売

市
場

に

お
い

て
は

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

に
向

け
て

、
新

た
な

投
資

に
つ

い
て

の
卸

売
業

者
や

仲
卸

業
者

の
負

担

を
考

慮
し

つ
つ

、
実

態
を

十
分

踏
ま

え
た

上
で

、
数

値
目

標
や

方
針

を
策

定
し

、
計

画
的

に
取

り
組

む
こ

と
。

(
4
)

取
扱

数
量

の
増

大
が

見
込

ま
れ

る
卸

売
市

場
に

あ
っ

て
は

、
各

種
施

設
の

増
設

余
地

の
確

保
、

施
設

の
立

体
化

等
に

努
め

る
こ

と
。

特
に

、
大

都
市

圏
の

卸
売

市
場

に
お

い
て

は
、

土
地

の
高

度
利

用
を

図
る

観
点

か

ら
立

体
的

か
つ

効
率

的
な

施
設

の
配

置
と

す
る

こ
と

。

(
5
)

大
規

模
増

改
築

等
卸

売
市

場
施

設
の

新
設

に
当

た
っ

て
は

、
原

則
と

し
て

外
気

の
影

響
を

極
力

遮
断

す
る

閉
鎖

型
の

施
設

と
す

る
こ

と
。

ま
た

、
(
1
)
の

低
温

（
定

温
）

管
理

施
設

に
加

え
、

衛
生

管
理

施
設

等
の

品

質
管

理
の

高
度

化
に

資
す

る
施

設
を

計
画

的
に

配
置

す
る

こ
と

。

(
6
)

施
設

配
置

に
当

た
っ

て
は

、
場

内
搬

送
経

路
の

最
適

化
を

十
分

考
慮

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
自

動
搬

送
施

設
の

導
入

等
を

行
う

こ
と

。
ま

た
、

場
外

に
お

け
る

交
通

渋
滞

等
を

緩
和

す
る

た
め

、
車

両
誘

導

の
効

率
化

等
を

図
る

こ
と

。

(
7
)

施
設

運
営

に
当

た
っ

て
は

、
コ

ー
ル

ド
チ

ェ
ー

ン
シ

ス
テ

ム
の

確
立

の
た

め
の

適
切

な
温

度
管

理
の

徹
底

に
十

分
配

慮
す

る
こ

と
。

(
8
)

卸
売

市
場

運
営

の
効

率
化

と
卸

売
市

場
に

お
け

る
物

流
業

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、

①
取

引
に

お
け

る
生

鮮
Ｅ

Ｄ
Ｉ

標
準

（
受

発
注

等
の

取
引

情
報

を
電

子
的

に
交

換
す

る
方

法
の

標
準

的
な

取
り

決
め

）
の

活
用

、
電

子
タ

グ
（

メ
モ

リ
機

能
を

有
す

る
極

小
の

Ｉ
Ｃ

チ
ッ

プ
と

ア
ン

テ
ナ

を
内

蔵
し

た
荷

札
（

タ
グ

）
）

の
導

入
等

の
情

報
技

術
の

活
用

②
産

地
や

実
需

者
と

連
携

し
て

、
流

通
コ

ス
ト

の
削

減
や

流
通

に
お

け
る

環
境

負
荷

の
軽

減
に

資
す

る
通

い
容

器
等

の
導

入

に
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
、

必
要

に
応

じ
て

市
場

内
に

お
け

る
Ｌ

Ａ
Ｎ

（
構

内
情

報
通

信
網

）
や

通

い
容

器
に

対
応

し
た

搬
送

施
設

の
整

備
と

通
い

容
器

の
一

時
保

管
場

所
の

確
保

に
努

め
る

こ
と

。

(
9
)

流
通

事
情

の
変

化
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
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(
1
0
)

卸
売

市
場

の
多

様
な

機
能

の
発

揮
と

、
周

辺
環

境
と

の
調

和
を

図
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
、

展
示

・
見

学
施

設
、

研
修

施
設

、
多

目
的

ホ
ー

ル
、

ア
メ

ニ
テ

ィ
ー

機
能

（
快

適
性

）
を

持
つ

施
設

等
関

連
施

設

の
整

備
を

図
る

ほ
か

、
可

能
な

限
り

緑
地

帯
等

を
設

置
す

る
こ

と
。

第
５

取
引

及
び

物
品

の
積

卸
し

、
荷

さ
ば

き
、

保
管

等
の

合
理

化
並

び
に

物
品

の
品

質
管

理
の

高
度

化
に

関
す

る

基
本

的
な

事
項

１
取

引
の

合
理

化
に

関
す

る
事

項

卸
売

市
場

に
お

け
る

公
正

な
取

引
と

透
明

で
適

切
な

価
格

形
成

を
引

き
続

き
確

保
す

る
。

そ
の

際
、

卸
売

市

場
に

お
け

る
取

引
規

制
の

基
本

原
則

は
維

持
し

つ
つ

、
特

に
次

の
事

項
に

留
意

し
て

、
効

率
的

な
取

引
の

確
保

や
卸

売
業

者
、

仲
卸

業
者

等
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

措
置

を
講

じ
、

生
産

者
及

び
実

需
者

の
ニ

ー
ズ

に
的

確
に

対
応

し
た

卸
売

市
場

に
お

け
る

取
引

の
活

性
化

を
図

る
。

(
1
)

卸
売

市
場

に
お

け
る

売
買

取
引

の
方

法
に

つ
い

て
は

、
各

卸
売

市
場

の
消

費
動

向
と

供
給

体
制

の
変

化
を

踏
ま

え
、

各
卸

売
市

場
の

持
っ

て
い

る
経

済
的

な
地

歩
、

取
扱

品
目

の
性

質
、

売
手

・
買

手
の

特
徴

等
卸

売

市
場

の
実

態
を

反
映

し
つ

つ
、

卸
売

市
場

及
び

品
目

ご
と

の
特

性
に

応
じ

た
合

理
的

な
売

買
取

引
の

方
法

を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
を

遵
守

す
る

こ
と

。
こ

の
売

買
取

引
の

方
法

の
設

定
に

当
た

っ
て

は
、

各
卸

売

市
場

に
お

け
る

市
場

取
引

委
員

会
の

場
等

に
お

い
て

売
買

取
引

の
状

況
に

つ
い

て
不

断
の

検
証

を
行

い
、

必

要
に

応
じ

て
見

直
し

を
行

う
こ

と
。

(
2
)

計
画

的
な

集
荷

活
動

に
よ

る
品

揃
え

の
確

保
や

商
物

一
致

原
則

の
例

外
措

置
の

活
用

、
国

が
示

す
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

即
し

た
受

託
拒

否
の

禁
止

の
例

外
措

置
の

適
切

な
運

用
等

を
図

る
た

め
、

各
卸

売
市

場
に

お
い

て

は
市

場
取

引
委

員
会

の
場

等
を

活
用

し
て

十
分

な
論

議
を

行
い

、
卸

売
業

者
と

仲
卸

業
者

と
の

連
携

の
下

で

の
卸

売
市

場
に

適
合

し
た

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム
（

商
品

供
給

最
適

管
理

シ
ス

テ
ム

）

の
確

立
等

に
よ

る
卸

売
市

場
流

通
の

効
率

化
に

積
極

的
に

取
り

組
む

こ
と

。

(
3
)

卸
売

市
場

の
集

荷
力

の
低

下
や

産
地

と
実

需
者

間
の

直
接

取
引

の
拡

大
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
中

央
拠

点
市

場
を

活
用

し
た

効
率

的
な

流
通

網
の

構
築

と
い

っ
た

観
点

か
ら

も
、

集
荷

の
共

同
化

等
の

複
数

の
卸

売

市
場

間
の

連
携

や
新

商
品

の
開

発
等

の
た

め
の

生
産

者
及

び
実

需
者

と
の

連
携

に
よ

る
集

荷
力

の
向

上
を

通

じ
た

市
場

取
引

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
。

な
お

、
市

場
間

連
携

に
取

り
組

む
に

当
た

っ
て

は
、

卸
売

市
場

に

お
け

る
取

引
秩

序
に

混
乱

を
来

す
こ

と
の

な
い

よ
う

、
市

場
取

引
委

員
会

等
の

場
で

十
分

な
議

論
を

行
う

こ

と
。

(
4
)

迅
速

か
つ

機
動

的
な

取
引

に
よ

る
実

需
者

の
ニ

ー
ズ

へ
の

的
確

な
対

応
と

卸
売

業
者

や
仲

卸
業

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
た

め
、

法
令

に
基

づ
か

な
い

事
前

承
認

や
各

種
書

類
の

提
出

・
報

告
の

義
務

付
け

に
つ

い
て

、

そ
の

必
要

性
を

十
分

に
検

証
し

、
事

務
の

簡
素

化
の

徹
底

を
図

る
こ

と
。

ま
た

、
生

産
者

か
ら

実
需

者
に

至

る
ま

で
の

流
通

全
体

を
通

じ
た

情
報

技
術

の
活

用
や

様
式

・
書

式
の

統
一

等
に

よ
る

事
務

の
効

率
化

に
向

け

た
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

。

(
5
)

相
対

取
引

が
増

加
し

て
い

る
中

で
、

卸
売

市
場

に
お

け
る

価
格

形
成

の
透

明
性

を
向

上
し

、
公

正
な

取
引

を
推

進
す

る
た

め
、

あ
ら

か
じ

め
、

開
設

者
、

卸
売

業
者

、
仲

卸
業

者
等

の
市

場
関

係
者

間
に

お
い

て
十

分

な
論

議
を

行
っ

た
上

で
、

開
設

者
や

卸
売

業
者

は
、

日
ご

と
、

月
ご

と
の

時
系

列
で

整
理

し
た

情
報

等
、

仲

卸
業

者
や

専
門

小
売

業
者

の
利

便
性

や
透

明
性

に
配

慮
し

た
取

引
情

報
の

提
供

に
努

め
る

こ
と

。

(
6
)

大
規

模
小

売
業

者
等

の
優

越
的

な
地

位
の

濫
用

に
よ

り
、

卸
売

市
場

に
お

け
る

価
格

形
成

に
お

い
て

需
給

以
外

の
要

素
で

価
格

が
形

成
さ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、
各

卸
売

市
場

に
お

い
て

は
、
取

引
条

件
の

明
確

化
、

書
面

化
の

促
進

等
に

つ
い

て
積

極
的

に
取

り
組

み
、

卸
売

市
場

に
お

け
る

適
正

な
取

引
環

境
の

形
成

に
努

め
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る
こ

と
。

(
7
)

卸
売

市
場

に
お

け
る

売
買

取
引

に
つ

い
て

、
円

滑
・

確
実

な
決

済
を

確
保

す
る

こ
と

。

(
8
)

市
場

関
係

者
の

専
門

的
な

知
見

を
十

分
に

活
用

し
た

機
動

的
か

つ
効

率
的

な
市

場
運

営
を

確
保

す
る

た

め
、

開
設

者
は

、
各

卸
売

市
場

の
実

態
に

応
じ

て
、

卸
売

市
場

全
体

の
利

益
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
幅

広

い
視

野
を

有
し

た
市

場
取

引
委

員
会

の
委

員
の

選
定

等
を

通
じ

て
、

よ
り

経
営

的
な

観
点

か
ら

卸
売

市
場

全

体
と

し
て

の
統

一
的

な
意

思
決

定
に

努
め

る
こ

と
。

(
9
)

卸
売

市
場

に
お

い
て

は
、

原
産

地
表

示
の

徹
底

等
に

よ
り

公
正

な
取

引
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
生

産
履

歴
情

報
等

の
適

切
な

確
認

・
伝

達
に

よ
る

消
費

者
の

信
頼

の
確

保
に

努
め

る
こ

と
。

ま
た

、
食

中
毒

等
の

食

品
事

故
へ

適
切

に
対

応
す

る
た

め
、

生
鮮

食
料

品
等

の
仕

入
先

及
び

仕
入

日
、

販
売

先
及

び
販

売
日

等
の

入

出
荷

に
係

る
記

録
の

作
成

・
保

存
を

適
切

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

に
努

め
る

こ

と
。 な

お
、

そ
の

際
に

は
効

率
化

を
図

り
、

コ
ス

ト
の

削
減

に
最

大
限

努
力

す
る

こ
と

。

(
1
0
)

卸
売

市
場

に
対

す
る

生
産

者
、

実
需

者
及

び
消

費
者

の
信

頼
の

確
保

と
向

上
に

向
け

て
、

卸
売

市
場

関
係

業
界

に
お

け
る

自
主

行
動

計
画

や
、

卸
売

業
者

及
び

仲
卸

業
者

に
お

け
る

企
業

行
動

規
範

の
策

定
を

推
進

す

る
こ

と
等

に
よ

り
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
（

法
令

遵
守

）
の

徹
底

に
努

め
る

こ
と

。

２
物

品
の

積
卸

し
、

荷
さ

ば
き

、
保

管
等

の
合

理
化

に
関

す
る

事
項

商
品

管
理

の
適

正
化

、
食

品
衛

生
の

確
保

、
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

（
戦

略
的

物
流

管
理

シ
ス

テ
ム

）
の

展
開

方

向
、

市
場

労
働

の
省

力
化

等
に

配
慮

し
、

特
に

次
の

事
項

に
留

意
す

る
。

(
1
)

商
品

形
態

の
変

化
、

多
温

度
帯

流
通

の
進

展
、

卸
売

市
場

の
休

業
日

の
増

加
等

に
対

応
し

た
施

設
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

商
品

の
特

性
に

応
じ

た
荷

さ
ば

き
、

保
管

等
に

努
め

る
こ

と
。

(
2
)

加
工

処
理

施
設

、
貯

蔵
・

保
管

施
設

及
び

輸
送

・
搬

送
施

設
の

整
備

に
当

た
っ

て
は

、
電

子
商

取
引

、
予

約
相

対
取

引
や

見
本

取
引

の
進

展
等

取
引

方
法

の
変

化
、

小
売

形
態

の
変

化
、

荷
さ

ば
き

、
保

管
、

搬
送

等

の
効

率
化

等
に

配
慮

す
る

こ
と

。
ま

た
、

場
外

保
管

施
設

の
適

切
な

活
用

を
推

進
す

る
こ

と
。

(
3
)

自
動

荷
さ

ば
き

・
搬

送
シ

ス
テ

ム
、

パ
レ

ッ
ト

輸
送

シ
ス

テ
ム

、
自

動
倉

庫
等

の
体

系
的

利
用

に
よ

り
、

荷
役

労
働

の
省

力
化

を
計

画
的

に
推

進
す

る
こ

と
。

３
物

品
の

品
質

管
理

の
高

度
化

に
関

す
る

事
項

開
設

者
、

卸
売

業
者

、
仲

卸
業

者
等

は
、

施
設

の
整

備
と

併
せ

て
、

生
鮮

食
料

品
等

の
鮮

度
保

持
の

た
め

の

温
度

管
理

、
市

場
内

の
施

設
や

用
具

等
の

洗
浄

・
殺

菌
、

場
内

搬
送

車
両

の
無

公
害

化
、

品
質

管
理

の
責

任
者

の
設

置
と

責
務

の
明

確
化

等
の

品
質

管
理

の
高

度
化

の
た

め
の

措
置

と
、

当
該

措
置

を
そ

の
内

容
と

す
る

品
質

管
理

の
高

度
化

に
向

け
た

規
範

の
策

定
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

荷
受

け
か

ら
卸

売
、

仲
卸

、
配

送
に

至
る

ま
で

の
各

段
階

に
お

い
て

品
質

管
理

の
高

度
化

に
取

り
組

む
。

こ
の

場
合

、
Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ

（
危

害
分

析
・

重
要

管
理

点
）

の
考

え
方

を
採

り
入

れ
た

品
質

管
理

に
努

め
る

。

特
に

、
水

産
物

及
び

食
肉

に
お

い
て

は
、

食
品

衛
生

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
2
3
3
号

）
に

基
づ

く
公

衆
衛

生
の

見
地

か
ら

必
要

な
施

設
の

基
準

や
公

衆
衛

生
上

講
ず

べ
き

措
置

の
基

準
を

遵
守

す
る

と
と

も
に

、
食

肉
に

お
け

る
と

畜
段

階
に

お
い

て
は

、
と

畜
場

法
（

昭
和

2
8
年

法
律

第
1
1
4
号

）
等

に
基

づ
く

構
造

設
備

の
基

準
や

衛
生

管
理

の
基

準
の

遵
守

、
食

道
や

直
腸

の
結

紮
や

ナ
イ

フ
の

消
毒

等
に

取
り

組
む

。
さ

つ

第
６

卸
売

業
者

及
び

仲
卸

業
者

の
経

営
の

近
代

化
の

目
標
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１
卸

売
業

者

(
1
)

卸
売

の
業

務
の

適
正

か
つ

健
全

な
運

営
を

確
保

し
、

十
分

な
卸

売
機

能
を

果
た

し
て

い
く

た
め

、
経

営
規

模
の

拡
大

及
び

経
営

体
質

の
強

化
を

図
る

こ
と

と
し

、
特

に
資

本
の

充
実

、
従

業
員

の
資

質
の

向
上

、
省

力

化
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

に
努

め
る

こ
と

。

そ
の

際
、

市
場

間
、

市
場

内
、

市
場

外
流

通
等

に
よ

る
競

争
実

態
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
整

備
状

況
等

を
踏

ま
え

つ
つ

、
合

併
や

営
業

権
の

譲
受

け
等

に
よ

る
統

合
大

型
化

や
卸

売
市

場
を

越
え

た
卸

売
業

者
間

の
資

本

関
係

の
構

築
に

よ
る

連
携

関
係

の
強

化
を

図
る

こ
と

。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
救

済
合

併
等

の
場

合
を

除
き

、
原

則
と

し
て

、
目

標
年

度
に

お
け

る
従

業
員

一
人

当
た

り
の

取
扱

金
額

の
水

準
（

下
表

）
を

達
成

す
る

こ
と

を
目

安
と

す
る

と
と

も
に

、
異

な
る

卸
売

市
場

や

取
扱

品
目

を
異

に
す

る
卸

売
業

者
同

士
の

統
合

大
型

化
や

連
携

強
化

も
視

野
に

入
れ

た
対

応
を

行
う

こ
と

。

（
単

位
：

百
万

円
）

部
類

別
青

果
物

水
産

物
花

き

市
場

別
卸

売
業

者
卸

売
業

者
卸

売
業

者

中
央

卸
売

市
場

２
５

０
３

８
０

１
６

０

地
方

卸
売

市
場

１
３

０
１

６
０

８
０

(
水

産
物

産
地

市
場

を
除

く
)

（
注

）
こ
の

表
に
示

す
水

準
は

、
中
央

卸
売

市
場

に
つ
い

て
は

平
成

2
0
年

度
、

地
方

卸
売

市
場

に
つ
い

て
は

平
成

1
9
年
度

の
価
格

水
準

で
、

経
営
コ

ス
ト
の

低
減

、
取

引
規
模

の
拡

大
を

図
る

観
点

か
ら
示

し
た

も
の

で
あ
る

。

(
2
)

経
営

状
況

の
悪

化
に

対
処

し
、

経
営

の
健

全
性

を
確

保
し

、
出

荷
者

に
対

す
る

卸
売

市
場

の
信

頼
性

を
高

め
る

た
め

、
増

資
等

に
よ

り
財

務
体

質
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

経
営

再
編

に
よ

る
コ

ス
ト

の
低

減
や

経

営
多

角
化

に
よ

る
経

営
改

善
を

図
る

こ
と

。
ま

た
、

開
設

者
等

は
、

長
期

に
わ

た
っ

て
改

善
が

図
ら

れ
な

い

卸
売

業
者

に
対

し
て

、
改

善
時

期
や

改
善

事
項

を
よ

り
明

確
化

さ
せ

る
な

ど
、

適
切

な
指

導
を

行
う

こ
と

。

さ
ら

に
、

卸
売

業
者

の
経

営
の

安
定

を
図

る
た

め
第

三
者

に
よ

る
適

時
適

切
な

経
営

評
価

の
実

施
に

努
め

る
こ

と
。

(
3
)

管
理

部
門

に
つ

い
て

、
計

画
的

な
経

営
管

理
シ

ス
テ

ム
の

整
備

、
責

任
体

制
の

確
立

等
を

図
り

、
事

業
の

計
画

的
か

つ
一

体
的

な
運

営
の

確
保

と
経

営
コ

ス
ト

の
縮

減
に

努
め

る
こ

と
。

(
4
)

経
営

能
力

を
有

す
る

人
材

の
育

成
、

新
規

労
働

力
の

確
保

と
そ

の
教

育
及

び
熟

練
労

働
力

の
定

着
と

活
性

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
責

任
体

制
の

確
立

に
努

め
る

こ
と

。

(
5
)

生
産

者
の

生
産

状
況

や
実

需
者

の
需

要
状

況
に

対
応

し
た

計
画

的
か

つ
安

定
的

な
集

荷
・

販
売

力
の

強

化
と

生
産

者
及

び
実

需
者

と
の

連
携

を
深

め
る

こ
と

に
よ

り
、

国
内

産
の

農
林

水
産

物
を

用
い

た
新

商
品

開
発

能
力

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

(
6
)

卸
売

業
者

の
経

営
は

、
手

数
料

収
入

に
大

き
く

依
存

し
て

い
る

場
合

も
依

然
と

し
て

あ
る

こ
と

か
ら

、

そ
の

提
供

す
る

機
能

・
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

に
努

め
、

そ
れ

に
見

合
っ

た
手

数
料

収
入

を
通

じ
て

経
営

体
質

の
強

化
に

努
め

る
こ

と
。

２
仲

卸
業

者

(
1
)

経
営

の
発

展
を

図
る

た
め

、
業

者
数

の
大

幅
な

縮
減

を
図

る
こ

と
を

基
本

と
し

、
卸

売
市

場
や

商
品

の
実

態
、
従

業
員

の
高

齢
化

、
後

継
者

の
有

無
等

を
踏

ま
え

、
合

併
や

営
業

権
の

譲
受

け
等

に
よ

る
統

合
大

型
化

、

仲
卸

組
合

の
共

同
事

業
と

し
て

廃
業

す
る

仲
卸

業
者

の
営

業
権

の
取

得
等

に
よ

り
業

者
数

の
縮

減
を

図
る

こ
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と
。 こ

の
場

合
に

お
い

て
、

救
済

合
併

等
の

場
合

を
除

き
、

原
則

と
し

て
、

目
標

年
度

に
お

け
る

従
業

員
一

人

当
た

り
の

取
扱

金
額

の
目

標
（

下
表

）
を

達
成

す
る

こ
と

を
目

安
と

す
る

と
と

も
に

、
異

な
る

卸
売

市
場

や

取
扱

品
目

を
異

に
す

る
仲

卸
業

者
同

士
の

統
合

大
型

化
も

視
野

に
入

れ
た

対
応

を
行

う
こ

と
。

（
単

位
：

百
万

円
）

部
類

別
青

果
物

水
産

物
花

き

市
場

別
仲

卸
業

者
仲

卸
業

者
仲

卸
業

者

中
央

卸
売

市
場

１
０

０
１

０
０

７
０

地
方

卸
売

市
場

９
０

８
０

５
０

（
水

産
物

産
地

市
場

を
除

く
）

（
注

）
こ
の

表
に
示

す
水

準
は

、
平
成

2
0
年
度

の
価
格

水
準

で
、

経
営
コ

ス
ト

の
低

減
、

取
引

規
模
の

拡
大

を
図

る
観
点

か
ら

示
し

た
も
の

で
あ

る
。

(
2
)

営
業

状
況

の
悪

化
に

対
処

し
、

業
務

の
適

正
か

つ
健

全
な

運
営

を
確

保
す

る
た

め
、

開
設

者
が

財
務

基
準

を
定

め
、

こ
れ

に
基

づ
き

経
営

の
早

期
改

善
を

図
る

こ
と

。
ま

た
、

卸
売

市
場

の
信

用
力

を
維

持
す

る
観

点

か
ら

、
開

設
者

は
、

仲
卸

業
者

に
対

す
る

経
営

改
善

指
導

を
適

切
に

行
う

こ
と

。

(
3
)

小
売

業
者

、
外

食
産

業
事

業
者

等
の

仕
入

れ
ニ

ー
ズ

の
適

切
な

把
握

に
努

め
、

こ
れ

に
対

応
し

た
商

品
の

小
分

け
や

事
前

処
理

、
配

管
・

配
送

等
の

販
売

業
者

機
能

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
小

売
業

者
へ

の
支

援

を
図

る
こ

と
。

ま
た

、
就

労
体

系
の

整
備

等
に

よ
り

小
売

業
者

等
の

営
業

の
動

向
に

対
応

し
た

卸
売

市
場

の

休
業

日
に

お
け

る
営

業
の

実
現

に
努

め
る

こ
と

。

(
4
)

卸
売

業
者

、
仲

卸
業

者
、

生
産

者
、

実
需

者
等

の
関

係
業

者
間

の
提

携
関

係
の

強
化

を
図

り
つ

つ
、

大

型
ユ

ー
ザ

ー
と

の
対

等
な

取
引

関
係

の
構

築
に

努
め

る
と

と
も

に
、

生
産

者
及

び
実

需
者

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
新

た
な

国
内

産
の

農
林

水
産

物
の

需
要

の
開

拓
に

努
め

る
こ

と
。

(
5
)

情
報

機
器

の
活

用
等

に
よ

る
経

営
管

理
シ

ス
テ

ム
の

確
立

や
、

経
営

再
編

等
に

よ
る

経
営

合
理

化
、

共
同

配
送

等
に

よ
り

コ
ス

ト
の

削
減

を
進

め
る

こ
と

。

３
卸

売
業

者
及

び
仲

卸
業

者
に

共
通

す
る

事
項

(
1
)

大
規

模
小

売
業

者
、

専
門

小
売

業
者

、
外

食
産

業
事

業
者

等
の

ニ
ー

ズ
へ

適
切

に
対

応
し

、
経

営
体

質
の

強
化

を
図

る
た

め
、
加

工
処

理
機

能
、
貯

蔵
・

保
管

機
能

及
び

輸
送

・
搬

送
機

能
の

強
化

に
取

り
組

む
こ

と
。

(
2
)

実
需

者
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

と
産

地
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
的

確
に

行
う

こ
と

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

卸
売

市
場

が
中

心
に

扱
っ

て
き

た
規

格
品

に
加

え
、

特
色

あ
る

地
場

産
品

や
規

格
外

品
等

に
つ

い
て

、
こ

れ
ら

の

流
通

の
特

性
も

踏
ま

え
た

上
で

、
品

揃
え

の
強

化
を

図
る

こ
と

。

(
3
)

新
た

な
需

要
の

喚
起

に
資

す
る

よ
う

、
価

格
動

向
の

ほ
か

、
実

需
者

の
ニ

ー
ズ

、
産

地
の

出
荷

動
向

、
商

品
情

報
等

の
多

様
な

情
報

に
つ

い
て

、
情

報
技

術
の

積
極

的
な

活
用

を
通

じ
て

、
卸

売
業

者
と

仲
卸

業
者

間

に
お

け
る

情
報

共
有

を
図

る
な

ど
、

そ
の

収
集

と
提

供
の

取
組

を
強

化
す

る
こ

と
。

(
4
)

卸
売

業
者

や
仲

卸
業

者
が

機
能

強
化

や
経

営
の

合
理

化
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
に

当
た

っ
て

は
、

共
同

出
資

会
社

の
設

立
、

資
本

提
携

等
も

含
め

、
両

者
の

連
携

・
協

働
に

十
分

留
意

し
て

行
う

こ
と

。

(
5
)

予
約

相
対

取
引

の
活

用
等

に
よ

り
、

食
品

加
工

業
者

、
外

食
産

業
事

業
者

、
大

規
模

小
売

業
者

等
に

お
け

る
定

時
・

定
量

・
定

価
格

で
の

安
定

的
取

引
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

へ
の

積
極

的
な

対
応

を
図

る
こ

と
。
そ

の
際

、

天
候

不
順

等
に

よ
り

契
約

数
量

の
確

保
が

困
難

な
場

合
の

リ
ス

ク
負

担
の

あ
り

方
等

に
つ

い
て

契
約

当
事

者

間
で

十
分

に
協

議
す

る
こ

と
。
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第
７

そ
の

他

１
中

央
卸

売
市

場
に

お
い

て
は

、
開

設
者

及
び

市
場

関
係

業
者

が
一

体
と

な
っ

て
、

卸
売

市
場

全
体

の
経

営
戦

略
的

な
視

点
か

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
卸

売
市

場
の

位
置

付
け

・
役

割
、

機
能

強
化

の
方

向
、

将
来

の
需

要
・

供
給

予
測

を
踏

ま
え

た
市

場
施

設
の

整
備

、
コ

ス
ト

を
含

め
た

市
場

運
営

の
あ

り
方

等
を

明
確

に
し

、
経

営
展

望
を

策
定

す
る

な
ど

、
卸

売
市

場
と

し
て

の
経

営
戦

略
を

確
立

す
る

。

ま
た

、
中

央
卸

売
市

場
の

運
営

に
当

た
っ

て
は

、
経

営
の

視
点

を
導

入
し

、
卸

売
市

場
全

体
と

し
て

の
意

思

決
定

を
的

確
に

行
う

こ
と

に
十

分
留

意
す

る
。

そ
の

際
、

独
立

性
が

高
く

、
経

営
責

任
の

明
確

化
や

自
主

性
の

拡
充

等
が

期
待

で
き

る
地

方
公

営
企

業
法

（
昭

和
2
7
年

法
律

第
2
9
2
号

）
に

基
づ

く
事

業
管

理
者

等
の

活
用

も

視
野

に
入

れ
て

対
応

す
る

。
ま

た
、

開
設

者
は

、
施

設
の

整
備

と
維

持
管

理
、

市
場

関
係

者
へ

の
指

導
監

督
に

と
ど

ま
ら

ず
、

市
場

関
係

者
と

一
体

と
な

っ
た

市
場

運
営

に
対

す
る

取
組

を
行

う
。

２
情

報
化

は
、

取
引

の
公

開
性

を
高

め
、

多
様

な
取

引
方

法
の

導
入

に
資

す
る

な
ど

、
迅

速
か

つ
的

確
な

取
引

を
推

進
す

る
前

提
と

な
る

こ
と

に
加

え
て

、
市

場
行

政
の

効
率

化
、

取
引

事
務

の
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

、
物

流
の

省
力

化
等

市
場

運
営

及
び

関
係

業
者

の
経

営
の

合
理

化
に

直
結

す
る

こ
と

か
ら

、
早

急
に

そ
の

推
進

を
図

る
。

３
最

新
の

物
流

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、

福
利

厚
生

施
設

の
充

実
等

卸
売

市
場

の
労

働
条

件
の

改
善

に
よ

る
魅

力
あ

る
職

場
づ

く
り

に
努

め
る

。

４
食

品
の

安
全

性
の

確
保

と
環

境
問

題
の

深
刻

化
に

対
応

す
る

た
め

、
有

害
物

品
に

関
す

る
検

査
体

制
の

確
立

、

塵
埃

処
理

施
設

及
び

汚
水

処
理

施
設

の
整

備
に

努
め

る
。

じ
ん

あ
い

５
関

連
事

業
者

に
つ

い
て

は
、

卸
売

市
場

が
食

料
品

総
合

卸
売

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

機
能

の
充

実
を

図
る

上
で

も
重

要
な

こ
と

か
ら

、
そ

の
体

質
改

善
と

経
営

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
。

６
災

害
時

等
の

緊
急

の
事

態
に

際
し

卸
売

市
場

が
果

た
す

機
能

の
重

要
性

に
か

ん
が

み
、

防
災

性
に

配
慮

し
た

施
設

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

災
害

時
等

に
お

い
て

適
切

な
対

応
が

確
保

さ
れ

る
よ

う
努

め
る

。
特

に
、

開
設

者
、

卸
売

業
者

、
仲

卸
業

者
等

は
、

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（

事
業

継
続

計
画

）
の

策
定

等
を

通
じ

て
、

災
害

時
等

に
お

い
て

も
業

務
を

的
確

に
継

続
で

き
る

よ
う

な
体

制
の

確
立

に
努

め
る

。
ま

た
、

食
の

安
全

に
係

る
事

件
・

事
故

が
発

生
し

た
場

合
で

も
、

客
観

的
事

実
や

科
学

的
根

拠
に

基
づ

き
、

公
正

な
取

引
の

確
保

及
び

適
切

な
価

格
形

成
に

努
め

る
。

７
市

民
の

た
め

の
卸

売
市

場
の

役
割

を
重

視
し

、
卸

売
市

場
へ

の
理

解
を

醸
成

し
、
「

食
」

に
関

す
る

卸
売

市

場
の

知
見

を
消

費
者

に
効

果
的

に
提

供
す

る
観

点
か

ら
、

卸
売

市
場

は
生

鮮
食

料
品

等
の

卸
売

を
行

う
場

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
前

提
と

し
つ

つ
、

市
場

内
の

衛
生

管
理

や
入

場
者

の
安

全
の

確
保

等
に

十
分

留
意

し
て

、
食

の
イ

ベ
ン

ト
、

学
校

教
育

の
た

め
の

市
場

見
学

会
等

の
市

民
と

卸
売

市
場

と
の

交
流

を
深

め
る

機
会

の
確

保
や

消
費

者
を

対
象

と
し

た
表

示
に

関
す

る
講

習
会

、
料

理
教

室
等

の
機

会
の

提
供

に
も

十
分

配
慮

す
る

。
ま

た
、

地
域

社
会

と
の

共
生

や
地

域
の

小
売

業
者

等
と

の
協

働
に

も
配

慮
す

る
。

８
卸

売
市

場
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
は

、
取

引
結

果
及

び
卸

売
業

者
の

財
務

を
公

表
す

る
と

と
も

に
、

広
く
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消
費

者
に

対
し

卸
売

市
場

の
役

割
、

生
鮮

食
料

品
等

に
対

す
る

知
識

等
に

つ
い

て
普

及
す

る
た

め
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

を
活

用
し

、
卸

売
市

場
に

関
す

る
様

々
な

情
報

を
広

く
公

開
・

提
供

す
る

よ
う

努
め

る
。
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別
記

卸
売

市
場

施
設

規
模

算
定

基
準

１
売

場
施

設
の

必
要

規
模

目
標

年
度

に
お

け
る

売
場

施
設

（
卸

売
場

、
仲

卸
売

場
及

び
買

荷
保

管
所

又
は

積
込

所
）

の
必

要
規

模
の

算

定
は

、
過

去
の

取
扱

数
量

等
を

基
に

、
目

標
年

度
に

お
け

る
１

日
当

た
り

市
場

流
通

の
規

模
を

推
定

し
、

次
の

算
式

に
よ

り
行

う
。

ｇ
ｔ

・
ｆ

ｉ
Ｓ

ｉ
＝

＋
Ｒ

ｉ
μ

ｉ

Ｓ
ｉ

：
目

標
年

度
に

お
け

る
売

場
施

設
の

必
要

規
模

ｇ
ｔ

：
目

標
年

度
に

お
け

る
１

日
当

た
り

の
市

場
流

通
の

規
模

ｆ
ｉ

：
売

場
施

設
経

由
率

μ
ｉ

：
目

標
年

度
に

お
け

る
売

場
施

設
単

位
面

積
当

た
り

標
準

取
扱

数
量

Ｒ
ｉ

：
売

場
施

設
通

路
面

積

ｉ
：

各
売

場
施

設

２
そ

の
他

の
卸

売
市

場
施

設
の

必
要

規
模

そ
の

他
の

卸
売

市
場

施
設

の
必

要
規

模
の

算
定

は
、

実
情

に
応

じ
て

行
う

。

３
駐

車
場

の
必

要
規

模

目
標

年
度

に
お

け
る

駐
車

場
の

必
要

規
模

の
算

定
は

、
目

標
年

度
に

お
け

る
１

日
当

た
り

市
場

流
通

の
規

模

に
基

づ
い

て
、

自
動

車
に

よ
る

搬
入

及
び

搬
出

の
状

況
、

場
内

運
搬

車
の

利
用

状
況

、
販

売
開

始
時

間
、

買
出

し
の

状
況

、
従

業
員

の
自

家
用

車
利

用
状

況
等

を
考

慮
し

て
次

の
算

式
に

よ
り

行
う

。

ｇ
ｔ

Ｓ
ｔ

＝
２

５
㎡

・
＋

Ｍ
μ

ｏ

Ｓ
ｔ

：
目

標
年

度
に

お
け

る
駐

車
場

の
必

要
規

模

ｇ
ｔ

：
目

標
年

度
に

お
け

る
１

日
当

た
り

市
場

流
通

の
規

模

μ
ｏ

：
１

台
当

た
り

積
載

数
量

Ｍ
：

そ
の

他
業

務
用

及
び

通
勤

用
自

動
車

台
数

４
市

場
用

地
の

必
要

規
模

目
標

年
度

に
お

け
る

市
場

用
地

の
必

要
規

模
の

算
定

は
、

目
標

年
度

に
お

け
る

各
施

設
の

必
要

規
模

の
合

計

に
駐

車
場

の
必

要
規

模
及

び
円

滑
な

市
場

内
交

通
を

確
保

す
る

建
物

外
部

の
通

路
の

必
要

規
模

を
加

算
し

て
得

ら
れ

る
規

模
と

卸
売

市
場

の
立

地
条

件
、

市
場

流
通

の
見

通
し

等
を

考
慮

し
た

増
設

余
力

を
見

込
ん

で
次

の
算

式
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

Ｓ
＝

（
１

＋
ａ

）
・
（

Σ
Ｓ

ｉ
＋

Ｓ
ｔ

＋
Ｒ

）

Ｓ
：

目
標

年
度

に
お

け
る

市
場

用
地

の
必

要
規

模

ａ
：

増
設

余
力

指
数

Ｓ
ｉ

：
各

施
設

の
必

要
規

模

Ｓ
ｔ

：
駐

車
場

の
必

要
規

模

Ｒ
：

建
物

外
部

の
通

路
の

必
要

規
模
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　公告

　建設業法（昭和24年法律第100号）第28条第３項の規定に基づき、建設業の営業の一

部を停止したので、同法第29条の５第１項の規定により公告する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　処分をした年月日

　　平成23年12月26日

２　処分を受けた者の商号等

商　号
主たる営業所の
所　　在　　地

代表者の氏名 許可番号

有限会社
葵工業

福岡県朝倉郡筑前町
篠隈138−12

久保　光一
平成18年12月27日
福岡県知事許可（般−18）
第87034号

３　処分の内容

　　建設業法第28条第３項の規定に基づく営業の一部の停止

　⑴　停止を命じる業務の範囲

　　　建設業に係る営業のうち、次のア又はイに該当する建設工事に係る営業

　　ア　国、地方公共団体、法人税法（昭和40年法律第34号）別表１に掲げる公共法人

（地方公共団体を除く。）又は建設業法施行規則（昭和24年建設省令第14号）第

18条に規定する法人が発注するもの

　　イ　建設費について、国又は地方公共団体の補助金等（補助金等に係る予算の執行

の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号）第２条第１項に規定する補助金

等及び同条第４項に規定する間接補助金等並びに地方公共団体の交付する給付金

でこれに類するものをいう。）の交付を受けているもの（アに該当するものを除

く。）

　⑵　停止期間

　　　平成24年１月16日から平成24年１月22日までの７日間

４　処分の原因となった事実

　　有限会社葵工業は、建設業法第３条第１項の規定に違反して、同項第２号の規定に

よる特定建設業の許可を受けずに同号の政令で定める金額以上となる下請契約を締結

した。このことは、同法第28条第１項第２号に該当する。

　公告

　建設業法（昭和24年法律第100号）第28条第３項の規定に基づき、建設業の営業の一

部を停止したので、同法第29条の５第１項の規定により公告する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　処分をした年月日

　　平成23年12月26日

２　処分を受けた者の商号等

商　号
主たる営業所の
所　　在　　地

代表者の氏名 許可番号

有限会社
岡部建設

福岡県朝倉郡筑前町
四三嶋1181−２

岡部　好幸
平成23年６月27日
福岡県知事許可（般−23）
第100981号

３　処分の内容

　　建設業法第28条第３項の規定に基づく営業の一部の停止

　⑴　停止を命じる業務の範囲

　　　建設業に係る営業のうち、次のア又はイに該当する建設工事に係る営業

　　ア　国、地方公共団体、法人税法（昭和40年法律第34号）別表１に掲げる公共法人

（地方公共団体を除く。）又は建設業法施行規則（昭和24年建設省令第14号）第

18条に規定する法人が発注するもの

　　イ　建設費について、国又は地方公共団体の補助金等（補助金等に係る予算の執行

の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号）第２条第１項に規定する補助金

等及び同条第４項に規定する間接補助金等並びに地方公共団体の交付する給付金

でこれに類するものをいう。）の交付を受けているもの（アに該当するものを除

く。）

　⑵　停止期間

　　　平成24年１月16日から平成24年１月22日までの７日間
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　　有限会社岡部建設は、建設業法第３条第１項の規定に違反して、同項第２号の規定

による特定建設業の許可を受けずに同号の政令で定める金額以上となる下請契約を締

結した。このことは、同法第28条第１項第２号に該当する。

　　 教育委員会
　公告

　福岡県青少年科学館条例（平成元年福岡県条例第37号）第３条の規定に基づき、福岡

県青少年科学館の指定管理者を指定したので、同条例第４条第３項の規定により次のよ

うに公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県教育委員会　　

施設の名称
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称

福岡県青少年科
学館

久留米市東櫛原町1713
番地

福岡県青少年科学館運
営グループ（代表団体
　財団法人福岡県教育
文化奨学財団）

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

　公告

　福岡県立体育・スポーツ施設条例（昭和63年福岡県条例第21号）第６条の規定に基づ

き、福岡県立スポーツ科学情報センター、福岡県立総合プール及び福岡県馬術競技場の

指定管理者を指定したので、同条例第７条第３項の規定により次のように公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県教育委員会　　

施設の名称
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称

福岡県立スポー
ツ科学情報セン
ター

福岡市博多区東平尾公
園２丁目１番４号

財団法人福岡県スポー
ツ振興公社

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

福岡県立総合プ
ール

福岡市博多区千代１丁
目17番１号

西部ガスグループ共同
事業体（代表団体　西
部瓦斯株式会社）

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

福岡県馬術競技
場

古賀市筵内564番地 福岡県馬術連盟 平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

　公告

　福岡県立久留米スポーツセンター条例（昭和49年福岡県条例第20号）第３条の規定に

基づき、福岡県立久留米スポーツセンターの指定管理者を指定したので、同条例第４条

第３項の規定により次のように公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県教育委員会　　

施設の名称
指定管理者

指定の期間
所　在　地 名　　　称

福岡県立久留米
スポーツセンタ
ー

鹿児島市宇宿２丁目18
番27号

セイカスポーツ・鹿島
建物共同事業体（代表
団体　株式会社セイカ
スポーツセンター）

平成24年４月１日から
平成29年３月31日まで

　　 公安委員会
　福岡県公安委員会告示第１号

　警備業法（昭和47年法律第117号）第23条に規定する検定を次のとおり実施するので

、警備員等の検定等に関する規則（平成17年国家公安委員会規則第20号。以下「検定規

則」という。）第７条の規定により公示する。

　　平成24年１月11日

� 福岡県公安委員会　　

１　検定の種別

　　施設警備業務２級

２　検定の実施日、時間及び場所
実　　施　　日 実施時間 実　施　場　所
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平成24年４月10日（火） 午前９時から午後

６時までの間
北九州市門司区小森江三丁目９番１号
福岡県警察警備員教育センター平成24年４月11日（水）

　※　上記表の実施時間中、午前９時00分から午前９時30分までの間を受付時間とし、

午前９時30分から筆記試験を開始する。

　　　また、全ての試験が終了した時点をもって、検定終了時刻とする。

３　受検定員

　　各検定15名

４　受検資格

　　福岡県内に住所を有する者又は福岡県内の営業所に属する警備員

５　検定の方法

　　検定は、学科試験及び実技試験により行う。

　　なお、学科試験（５枝択一式20問）の後、実技試験を行うが、学科試験において不

合格（90パーセント以上の成績に満たない場合）となった者については実技試験を行

わない。

６　学科試験及び実技試験

　⑴　学科試験

　　ア　警備業務に関する基本的な事項

　　イ　法令に関すること。

　　ウ　警備業務対象施設における保安に関すること。

　　エ　警備業務対象施設の破壊等の事故が発生した場合における応急の措置に関する

こと。

　⑵　実技試験

　　ア　警備業務対象施設における保安に関すること。

　　イ　警備業務対象施設の破壊等の事故が発生した場合における応急の措置に関する

こと。

７　検定申請手続等

　⑴　受付期間

　　　平成24年３月12日（月）から同年３月14日（水）までの午前９時00分から午後５

時00分までの間（正午から午後１時00分までの間を除く。）

　⑵　必要書類

　　ア　住所地を管轄する警察署に申請する場合

　　　ア　検定申請書（検定規則別記様式第１号）

　　　イ　住所地を疎明する書面（住民票の写しのコピー、運転免許証のコピー等）

　　　ウ　写真２枚（申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦の

長さ３センチメートル、横の長さ2.4センチメートルの写真で、その裏面に氏

名及び撮影年月日を記入したもの）

　　イ　営業所を管轄する警察署に申請する場合

　　　ア　検定申請書（検定規則別記様式第１号）

　　　イ　営業所に属していることを疎明する書面（営業所所属証明書等）

　　　ウ　写真２枚（申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦の

長さ３センチメートル、横の長さ2.4センチメートルの写真で、その裏面に氏

名及び撮影年月日を記入したもの）

　⑶　検定手数料

　　　16,000円

　　※　検定手数料については、福岡県領収証紙により納付すること。

　　　　また、検定手数料は、申請受付後に申請を取り消した場合又は受検しなかった

場合についても返還しない。

　⑷　申請方法

　　ア　受検を希望する者は、まず、前記７⑴の受付期間内に、必ず福岡県警察警備員

教育センター設置の受付専用電話（093（381）2627）に電話して事前申込みを行

い、受付番号を取得すること。ただし、受付期間中であっても、定員に達したと

きは受付を行わないこととする。

　　　※　受付専用電話以外での事前受付は、一切行わない。

　　イ　受付番号を取得した者は、事前申込みを行った日を含めた２日以内の午前９時

00分から午後５時00分までの間（正午から午後１時00分までの間を除く。）に、

住所地又は受検希望者が警備員である場合には、その者が属する営業所の所在地

を管轄する警察署に受付番号を申告するとともに、前記７⑵に掲げる必要書類に
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40 検定手数料を添えて受検申請し、受検票の交付を受けること。

　　ウ　受検の申請は、原則として受検者本人が行うこと。ただし、やむを得ない事情

等により代理人が申請を行う場合は、受検者本人の委任状（本人が署名したもの

に限る。）を持参すること。

８　成績証明書の交付

　　学科試験及び実技試験ともに合格（90パーセント以上の成績を合格とする。）した

者に対し、即日、成績証明書を交付する。

９　その他

　⑴　検定当日は、受検票、筆記用具及び動きやすい服装を必ず持参すること。

　⑵　検定に関する問い合わせは、福岡県の休日を定める条例（平成元年福岡県条例第

23号）第１条第１項に規定する県の休日を除く毎日、午前９時00分から午後５時45

分までの間（正午から午後１時00分までの間を除く。）、福岡県警察本部生活安全

総務課警備業係（電話092（641）4141内線3033、3034）又は福岡県警察警備員教育

センター（電話093（381）2627）に対して行うこと。

　⑶　検定申請書（検定規則別記様式第１号）については、各警察署の生活安全課又は

生活安全刑事課において受け取ることができる（同申請書には押印が必要）。

　⑷　本検定は、長崎県公安委員会と共同で実施する。

　　 再　　　掲
　福岡県公告式条例（昭和二十五年福岡県条例第四十六号）第五条第一項において準用

する同条第二条第二項ただし書の規定により掲示したものを、ここに再掲する。

　公告

　福岡県職員採用選考試験（追加募集）を次のとおり実施する。

　平成23年12月22日

� 福岡県人事委員会委員長　　簑　田　孝　行　　
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職種・区分 職　務　内　容 採用時勤務
予 定 場 所 受　験　資　格 試験日 選考種目 試験地

合格者発表
受付期間 申込用紙等

の配布場所
試験の
申込先 その他

発表日 発表の方法

保健師

　保健師業務

保健福祉環
境事務所等

　保健師免許を有す
る者又は平成24年５
月までに免許を取得
する見込みの者

　昭和57年４月２日以
降に生まれた者

　日本国籍を有
する者、又は日
本国籍を有しな
い者であっても
、現に日本に永
住している者

第
１
次

１
月
29
日

教養試験
専門試験 福岡市

第
１
次

２
月
中
旬

　福岡県庁
舎行政棟北
側告知板及
び福岡県人
事委員会事
務局に合格
者の受験番
号を掲示す
る。
　合格者に
は書面で通
知する。

①持参又は郵送
の場合は、平成
24年１月４日か
ら平成24年１月
16日まで
　なお、郵送に
よる申込みは平
成24年１月16日
までの消印のあ
るものに限る。
②インターネッ
トの場合は、平
成24年１月４日
から平成24年１
月11日まで

①福岡県人事委員
会事務局

②福岡県庁１階総
合案内、県民情
報センター

③アクロス福岡２
階文化観光情報
ひろば

④福岡市役所１階
福岡市情報プラ
ザ

⑤東京、大阪の各
福岡県事務所

⑥県内の県の出先
機関
・県税事務所（博
多、北九州東、
北九州西、田川
、飯塚・直方、
久留米）
・保健福祉環境事
務所（宗像・遠
賀、南筑後）
・保健福祉事務所
（糸島）
・農林事務所（福
岡、朝倉､八幡､
筑後､行橋）
・県土整備事務所
（福岡、南筑後
、直方、京築、
八女、那珂）

※　①については
郵送による申込
用紙の請求もで
きる。

　福岡県
人事委員
会事務局

　この試
験の問い
合わせは
、福岡県
人事委員
会事務局
に行うこ
と。
　試験の
詳細につ
いては、
別に試験
案内を交
付する。

第
２
次

２
月
下
旬

論文試験
人物試験
身体検査
資格調査

福岡市
第
２
次

３
月
下
旬

研究職員
（衛生学）

　保健情報（地
域がん登録など
）の評価・分析

保健環境研
究所等

保健疫学、公
衆衛生学、統
計学に関する
学科

　大学院（修士課程
又は博士課程前期）
において、左に掲げ
る学科等を修めて修
了した者若しくは平
成24年３月までに修
了見込みの者又はこ
れと同等以上の能力
を有する者

①昭和51年４月２日か
ら昭和63年４月１日ま
でに生まれた者
②昭和63年４月２日以
降に生まれた者であっ
て、大学院（修士課程
又は博士課程前期）に
おいて、左に掲げる学
科等を修めて修了した
者又は平成24年３月ま
でに修了見込みの者

　日本国籍を有
する者、又は日
本国籍を有しな
い者であっても
、現に日本に永
住している者

第
１
次

２
月
12
日

専門試験
論文試験 福岡市

第
１
次

２
月
下
旬

①持参又は郵送
の場合は、平成
24年１月10日か
ら平成24年１月
20日まで
　なお、郵送に
よる申込みは平
成24年１月20日
までの消印のあ
るものに限る。	
②インターネッ
トの場合は、平
成24年１月10日
から平成24年１
月17日まで

第
２
次

３
月
上
旬

人物試験
身体検査
資格調査

福岡市
第
２
次

３
月
下
旬

　（注１）この試験を受験できない者

　　　　　・地方公務員法第16条に該当する者

　（注２）上表中、「大学院」とは学校教育法に規定する大学院その他人事委員会が認めるものをいう。




